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UISについて 
H3C UIS HCI 製品は、UIS-CAS コンピューティング仮想化カーネル システム、UIS-ONEStor ストレージ仮

想化カーネル システム、UIS-Sec ネットワーク セキュリティ仮想化カーネル システム、および UIS ハイパー

コンバージド管理ソフトウェア (UIS Manager) を統合します。UIS は、簡素化された配信、セキュリティ コンプ

ライアンス、通信レベルのカーネル、コンバージェンス管理、および使いやすいエクスペリエンスというコンセプ

トに基づいて設計されています。UIS は、ユーザーがサービスをオンラインに迅速に導入し、より安全なアー

キテクチャーでサービスを実行し、より柔軟に操作できるように支援し、合理化された IT インフラストラクチャと

クラウドへの容易なアクセスを実現します。 

アーキテクチャー 

図1 H3C UIS アーキテクチャー 
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ウェブページのレイアウト 

図1 UIS マネージャーの Web ページ レイアウトを示します。 

図 1 UIS マネージャーの Web ページ レイアウト 

 

• ナビゲーション ウインドウ - 上部のナビゲーション バーから選択したカテゴリのすべての機能

のメニューが含まれています。 1 つのメニュー項目を選択すると、右側のパネル セクションにその項目

の作業ウィンドウが表示されます。 統計情報とグラフを表示するときに、ページの左上にあるハンバー

ガー ボタンをクリックすると、ナビゲーション ウィンドウが狭くなり、作業ウィンドウが拡張されます。 

• 上部ナビゲーションバー - 機能カテゴリが含まれます。カテゴリをクリックすると、ナビゲーション 

ウィンドウにそのカテゴリのすべての機能が表示されます。 

o ダッシュボード - UIS マネージャー、ホスト、VM、ストレージ クラスターのリソース割り当てと正

常性状態の概要を取得できます。 

o VMs - VM の操作と管理、VM のリカバリのための VM スナップショットの構成、VM の簡単な

作成のための VM テンプレートの構成、VM の展開を制御するための VM ポリシーの構成など、VM タ

スクを実行できます。 

o ネットワーク - ネットワーク トポロジ、vSwitch、ポート プロファイルを管理できます。 

o ストレージ - 分散ストレージと共有ストレージを管理できます。 

o ホスト - ホストとホスト クラスターを管理できます。 

o サービス - 動的なリソース スケーリング、クラウド レインボー サービス、インテリジェント ソース 

スケジューリング、サイトの災害復旧を管理できます。 

o アラーム - HA センター、アラーム、監視レポート、リソース使用状況統計、および自己定義モニ

ターを管理できます。 
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o システム - コンポーネント、セキュリティ、オペレーターとグループ、操作ログ、ログ収集、パラメ

ーター、データ バックアップ、NTP サーバー、ステートフル フェイルオーバー、マルチ UIS システム管理、

パッチ管理、ライセンスなど、システムを構成および管理できます。 

• ワンキーメニュー - リソースの正常性状態のワンクリック検査、リソース使用状況の分析、ストレ

ージのクリーンアップ、リソースのエクスポート、VM の復元、ゾンビ VM の操作、VM のシャットダウン、

ハードウェアの交換などのタスクへのクイック アクセスが含まれます。 

• 管理セクション: 

o : ページを全画面で表示します。 

o : スキンを変更します。 

o : アラームを確認します。 

o : タスクの軌跡を確認します。 

o : ヘルプ ファイルとバージョン情報を取得します。 

o : ログインアカウント情報を表示します。 

• 作業ウィンドウ—ナビゲーション ペインで選択したメニュー項目に応じて、システム、機能、およ

びサービスを管理、構成、監視するための領域を提供します。 
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ワークフロー 
このセクションでは、UIS が提供する基本的なサービスの使用方法を紹介します。 
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表1ワークフローの説明 

操作 説明 

初期展開 

UIS ハイパーコンバージド クラスターが提供するサービスを使用する前に、初

期展開を実行する必要があります。詳細については、H3C UIS マネージャー 

インストール ガイドを参照してください。 

ステートフルフェイルオー

バー環境を確立する 

オプション。 

プライマリ ノードの障害時にプライマリ/バックアップ ノードの切り替えを実行し

てサービスの継続性を確保するために、管理ノードのステートフル フェイルオ

ーバーを設定します。詳細については、H3C UIS マネージャ ステートフル フ
ェイルオーバー設定ガイドを参照してください。 

ライセンスを登録する 

UIS Manager は 90 日間の無料試用版を提供しています。試用版と正式版

は同じ機能を提供します。試用期間終了後も UIS Manager を引き続き使用

するには、フランチャイザーからライセンスを取得して、試用版を正式版にアッ

プグレードしてください。詳細については、H3C UIS Manager 製品登録ガイド
を参照してください。 

テンプレートプールを追

加する 

テンプレート プールは、VM テンプレートを保存する専用ディレクトリです。初

期展開後、管理者は VM テンプレートを保存するためのテンプレート プール

を構成できます。 

ポートプロファイルの追

加 

ポート プロファイルは、VM の VLAN、ネットワーク優先度、およびトラフィック 

レート制限を設定するために使用されます。 

管理者は、ネットワーク計画に基づいてポート プロファイルを作成し、作成時

に VM のポート プロファイルを指定できます。 

OSイメージをアップロー

ドする 

将来 VM にオペレーティング システムをインストールできるように、OS イメー

ジを共有ストレージ プールにアップロードします。 

VMを作成する 必要に応じて VM を作成します。 

VMにOSをインストール

する 

サービス計画に従って VM にオペレーティング システムをインストールしま

す。 

CAStoolsをインストール

する 

VM にオペレーティング システムをインストールした後、CAStools をインスト

ールして、VM の CPU、メモリ使用量、プロセス監視情報を取得し、VM の高

速ディスクと高速 NIC に必要なドライブを提供します。CAStools を使用して、

VM の IP アドレスを設定することもできます。 

VMテンプレートを作成す

る 

VM を使用して VM テンプレートを作成します。 

VM テンプレートを使用すると、同じソフトウェアおよびハードウェア仕様を持

つ複数の VM を一括してすばやく作成できるため、手動での VM 作成の構成

の複雑さが軽減されます。 
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初期展開 

UIS ハイパーコンバージド クラスターが提供するサービスを使用する前に、初期展開を実行する必要がありま

す。詳細については、H3C UIS マネージャー インストール ガイド を参照してください。 

ステートフルフェイルオーバー環境を設定する 

プライマリ ノードの障害時にプライマリ/バックアップの切り替えを実行してサービスの継続性を確保するには、

管理ノードのステートフル フェイルオーバーを構成します。詳細については、H3C UIS マネージャー ステート

フル フェイルオーバー構成ガイドを参照してください。 

ライセンスを登録する 

UIS Manager は 90 日間の無料トライアルを提供しています。トライアル版と正式版は同じ機能を提供します。 

トライアル期間終了後も UIS Manager を引き続き使用するには、フランチャイザーからライセンスを取得して、

トライアル版を正式版にアップグレードしてください。詳細については、H3C UIS Manager ローカル ライセン

ス ガイド を参照してください。 

テンプレートプールを追加する 

1. 上部のナビゲーション バーで VM をクリックし、ナビゲーション ペインから VM Templates を選択し

ます。 

2. Template Poolをクリックします。 

3. Add Template Poolをクリックします。 
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図 1 テンプレートプールを追加する 

 

4. テンプレート プールのタイプを選択します。 

o Shared Directoryを選択した場合は、共有ストレージを選択し、ストレージ ボリューム名とターゲット 

パスを入力します。このタイプは、管理ノードがサービス ノードとしても機能する管理ノード統合デプロ

イメント シナリオでのみ使用できます。 

o Local File Directoryを選択した場合は、ターゲット パスを入力します。ターゲット パスは/vms/で始

まる必要があります。この文字列で始まることができるのは、ローカル ファイル ディレクトリのターゲッ

ト パスのみです。 

o iSCSI Shared Directoryを選択した場合は、ターゲット パスと IP アドレスを入力し、LUN を選択しま

す。 

o FC Shared Directoryを選択した場合は、ターゲット パスを入力し、NAA を選択します。 

o NFS Network File Systemを選択した場合は、ターゲット パス、ソース ホスト IP、およびソース パス

を入力します。 

5. Finishをクリックします。 

ポートプロファイルを追加する 

1. 上部のナビゲーション バーで、Networks をクリックし、ナビゲーション ペインから ポート プロファイ

ル を選択します。 

2. Addをクリックします。 

3. パラメーターを設定します。 
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図 1プロファイルの基本設定を構成する 

 

図 2 プロファイルのトラフィック設定を構成する 

 

表 1 パラメーターの説明 

パラメーター 説明 

ACL 
ポート プロファイルで使用される ACL を選択します。ACL 設定の詳細について

は、ユーザー ガイドを参照してください。 

VLAN ID 
VLAN ID を入力します。 VLAN ID は、NIC に接続された vSwitch 上のポート
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に適用されます。 

Inbound Limit 

VM から vSwitch へのトラフィックを制限します。 

• Avg. Bandwidth—平均受信帯域幅を入力してください in 

Kbps. 

• Burst Buffer—受信バースト バッファを KByte 単位で入

力します。 

Outbound Limit 

vSwitch から VM へのトラフィックを制限します。 

• Avg. Bandwidth—平均送信帯域幅を Kbps 単位で入力

します。 

• Burst Buffer—送信バースト バッファを KByte 単位で入

力します。 

Network Priority 
ホストのトラフィックが大きい場合に VM 帯域幅の割り当てに使用する優先順位

を選択します。 

4. Finishをクリックします。 

OSイメージをアップロードする 

ベスト プラクティスとして、オペレーティング システムの ISO イメージ ファイルを共有ストレージ プールにアッ

プロードします。共有ストレージ プールをマウントした任意のホストで VM を作成する場合、オペレーターはイ

メージ ファイルを使用して VM のオペレーティング システムをインストールできます。ISO イメージ ファイル

が Local File Directory タイプのストレージ プール (defaultpool や isopool など) にアップロードされてい

る場合、このホスト上の VM のみが ISO イメージ ファイルを使用してオペレーティング システムをインストー

ルできます。 

1. 上部のナビゲーション バーで、Hosts をクリックします。 

2. ターゲットホストを選択します。 
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図 1 ホスト概要ページ 

 

3. Storage タブをクリックします。 

4. ターゲット ストレージ プールを選択し、Upload File をクリックします。 

図 2 ストレージプールの選択 

 

5. 破線のボックスをクリックしてファイルを選択し、Start をクリックします。 
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VMを追加する 

1. 上部のナビゲーション バーで、VM をクリックします。 

2. 開いたページで、Addをクリックします。 基本設定を構成した後、Hardware をクリックして詳細設

定を構成するか、Finish をクリックして VM の作成を完了します。 

図 1 VMの基本設定を構成する 

 

表 1 基本設定 

パラメーター 説明 

Alias 
VM のエイリアスを入力します。 

VM を作成した後、エイリアスを編集できます。 

Description 
VM の説明を入力します。 

同じ名前の VM を区別するために、異なる説明を指定できます。 

Select Host 

VM 展開用のホストを選択します。 

ホストを選択しない場合、システムは、VM が最も少ない、メモリ使用量

が最も少ない、CPU 使用量が最も少ないという基準に基づいて選択さ

れたホストに VM を自動的に配置します。 
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OS and Version 

SVM にインストールするゲスト OS を指定します。 

実際にインストールする OS は、選択した OS とタイプおよびバージョン

が同じである必要があります。 

CPUs 

vCPUの数を指定します。 

VM の vCPU の数は、ホスト上の CPU の数を超えることはできませ

ん。 

Memory 

VM のメモリ容量を指定します。この設定はゲスト OS のメモリ サイズ

です。 

VM で使用可能な最大メモリ サイズは、物理メモリ サイズによって異な

ります。 

Disk ディスクサイズを指定します。 

3. 詳細設定で、CPU オプションを展開して CPU パラメーターを構成します。 

図 2 VMの CPUパラメーターの設定 
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表 2 CPU パラメーター 

パラメーター 説明 

CPU 

vCPU の数を指定します。VM の vCPU の数はホスト上の CPU の数

を超えることはできませんが、複数の VM の vCPU の合計数はホスト

上の CPU の数を超えることができます。 

システムでは、VM はカーネル オペレーティング システム内のプロセス

です。カーネルは、タイム スライスに基づいてプロセスをスケジュールし

ます。プロセスのタイム スライスが CPU で使い果たされると、プロセス

は一時停止され、CPU は次のプロセスに渡されます。したがって、VM 

に割り当てられる CPU の数が増えると、VM プロセスで使用できる 

CPU タイム スライスが増え、VM のパフォーマンスが向上します。 

CPU Cores 

CPU コアの数を指定します。デフォルト値は 1 です。 

VM の CPU コアの数はホストの CPU コアの数を超えることはできま

せん。 

Bind Physical CPU 

VM の vCPU をホストの物理 CPU にバインドします。その後、VM は

バインドされた物理 CPU のみを使用できます。このパラメーターは、複

数の CPU 間でのプロセス切り替え時のキャッシュ ミスを減らすのに役

立ちます。バインドにより VM の動作効率が向上しますが、システム全

体のプロセス スケジューリングの観点からは、対称型マルチプロセッシ

ング (SMP) の CPU 負荷分散に影響します。 

vCPU は、NUMA ノード間の物理 CPU にバインドできません。2 つの

ホスト間で VM 操作 (移行、クローン作成、復元、エクスポート操作な

ど) を正常に実行するには、ソース ホストと宛先ホストが同じ NUMA ア

ーキテクチャーを使用していることを確認する必要があります。このオプ

ションは、ホストを選択した後にのみ使用できます。 

Operating Mode 

CPU の動作モードを選択します。オプションには、Compatible (デフォ

ルト モード) と Straight-Through があります。 

• Compatible—異なるモデルの物理 CPU を同じモ

デルの vCPU に仮想化します。このモードでは、物理 CPU 

の違いがゲスト OS から保護されます。異なる CPU モデル

を使用するホスト間で VM を移動するには、このモードを選

択します。 

• Straight-Through—ゲスト OS が物理 CPU に直

接アクセスできるようにします。このモードでは、互換モード

よりも高いパフォーマンスが得られます。ただし、ソース ホ

ストと宛先ホストが同じ CPU モデルを使用していることを確

認する必要があります。 

Addressing Mode ゲスト OS に一致するアドレス指定モードを選択します。オプションに

は、64 bit (デフォルト) と 32 bit があります。 64 ビット OS をインストー
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ルする場合は、64 ビット モードを選択する必要があります。64 ビット 

OS を使用する VM に 32 ビット モードを選択すると、VM はシャットダ

ウン後に起動できなくなります。 

Schedule Priority 

競合中に物理 CPU リソースを取得するために、VM 上のプロセスの優

先順位を選択します。 オプションには、High、Medium、Low がありま

す。 

W 物理 CPU リソースが不十分な場合、High、Medium、Low の優先

度を持つ VM は、CPU タイム スライスを 4:2:1 の割合で使用します。

VM に割り当てられる優先度が高いほど、VM プロセスで使用できる物

理 CPU タイム スライスが多くなり、VM のパフォーマンスが向上しま

す。 

Reserve VM に保証される最小 CPU 周波数を入力します。 

Limit 

VM の最大クロック周波数を MHz または GHz で指定します。このパラ

メーターを空のままにすると、vCPU クロック周波数は制限されません。

このパラメーターの値の範囲は 10 MHz から物理ホストの CPU 周波

数までです。 

I/O Priority 

VM 上のプロセスがディスクの読み取り/書き込みを行うための I/O 優

先度を選択します。オプションには、Low、Medium、High がありま

す。 

ホスト上の複数の VM が同時にディスクの読み取りと書き込みを実行

する場合、I/O 優先度の高い VM の方がパフォーマンスが向上します。 

Limit Sharing 

制限の共有をオンまたはオフにします。たとえば、4 つの CPU コアを持

つ VM の制限の共有を有効にし、VM の 1 つの CPU コアが使用でき

る最大ホスト CPU 周波数を 2 GHz に設定した場合、VM と VM の 1 

つの CPU コアの両方の最大ホスト CPU 周波数は 8 GHz になりま

す。 

Online Scale Down 
CPU をオンラインで削減できるオンライン CPU スケールダウンをオン

またはオフにします。 

4. 詳細設定で、Memory オプションを展開して、メモリ パラメーターを構成します。 
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図 3 VMのメモリーパラメータの設定 

 

表 3 メモリーパラメータ 

パラメーター 説明 

Memory Size 

VM のオペレーティング システムの最大メモリ サイズを MB または GB 単位

で指定します。このパラメーターの値の範囲は 512 MB からホストの最大メ

モリ サイズまでです。 

システムでは、メモリ リソースはオンデマンド ベースで VM に割り当てられま

す。そのため、ホスト上のすべての VM に指定するメモリの合計サイズは、ホ

ストの物理メモリ サイズを超える可能性があります。ただし、DRS、HA、

DPM、アフィニティ、またはアンチアフィニティ サービスが構成されている場

合は冗長メモリ リソースが必要になるため、実際の運用環境ではメモリのオ

ーバーコミットは推奨されません。 

VM のメモリ容量を指定します。この設定はゲスト OS のメモリ サイズです。

VM で使用可能な最大メモリ サイズは物理メモリ サイズによって異なりま

す。 

Reserve 

VM に予約するメモリを VM の最大メモリのパーセンテージで指定します。0 

はメモリが予約されていないことを示します。VM の負荷が増加し、予約メモ

リがすべて使用されると、VM はアイドル状態であっても予約メモリを保持で

きます。 

ホストは、VM の実際のメモリ使用量に基づいて VM にメモリを割り当てま

す。 
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ホストのメモリが使い果たされた後に VM がさらにメモリを必要とする場合に

備えて、VM 用にメモリを予約できます。 

Limit VM が使用できる最大ホスト メモリ容量を入力します。 

Resource Priority 

VM がメモリを要求するときの優先度を指定します。オプションには、Low (デ

フォルト)、Medium、および High があります。 VM が予約メモリよりも多くの

メモリを要求すると、メモリ競合が発生した場合、ホストはリソースの優先度に

基づいてメモリ割り当てを決定します。 

Ballooning 
メモリ競合が発生したときに VM をシャットダウンせずに VM 間でメモリを動

的に分配するには、このオプションをオンにします。 

HugePages 

VM がホストの HugePages メモリを使用するように有効または無効にしま

す。このオプションをオンにできるのは、ホストで HugePages 機能が有効に

なっていて、VM がシャットダウンされている場合のみです。また、この機能

は、メモリ予約、メモリ制限、リソース優先度、バルーニングと相互に排他的

です。 

5. 詳細設定で、network オプションを展開して、ネットワーク パラメーターを構成します。 

図 4 VMのネットワークパラメータの設定 
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表 4 ネットワークパラメータ 

パラメーター 説明 

Network 

VM の vSwitch を選択します。 vSwitch は、ソフトウェア ベースの IP 転送お

よび制御モジュールです。VM と外部ネットワーク間のすべてのトラフィック

は、vSwitch を介して転送されます。 

Port Profile 
VM のネットワーク パラメーター (VLAN、ACL、ネットワーク帯域幅など) を指

定します。 

Virtual Firewall 
VM の仮想ファイアウォールを選択します。VM の受信および送信データ パ

ケットは、ファイアウォール ルールに基づいてフィルタリングされます。 

NIC Type 

VM の NIC タイプを選択します。オプションには、Common NIC、High-

Speed NIC、Intel e1000 NIC、および SR-IOV Straight-Through NIC が

あります。 デフォルトの NIC タイプは高速 NIC です。 

• Common NIC—100 Mbps の伝送速度を提供します。 

• Intel e1000 NIC—1000 Mbps の伝送速度を提供しま

す。 

• High-Speed NIC—P10000 Mbps の伝送速度を提供し

ます。高速 NIC は CVK によって駆動されます。 

• SR-IOV Straight-Through NIC—VM は物理 NIC から

仮想化された vNIC を使用します。SR-IOV ストレート スルー 

NIC は最高のパフォーマンスを提供しますが、物理 NIC と VM 

のサポートが必要です。このオプションは、VM のホストを選択し

た後にのみ使用できます。 

Driver Type 

SR-IOV ストレート スルー NIC のドライバー タイプを選択します。選択できる

のは VFIO のみです。 このオプションは、NIC タイプが SR-IOV ストレートス

ルーの場合にのみ使用できます。 

VLAN ID 
VM の VLAN ID を設定します。このオプションは、NIC タイプが SR-IOV スト

レートスルーの場合にのみ使用できます。 

Bound IPv4/IPv6 
Address 

VM の MAC アドレスにバインドされた IP アドレスを指定します。 

NIC が正しく通信するには、NIC に割り当てられた IP アドレスがバインドされ

た IP アドレスと同じであることを確認する必要があります。 

MAC 
MAC アドレスを手動で指定します。フィールドを空のままにすると、システム

によって VM に MAC アドレスが自動的に割り当てられます。 



19  

Fast Forwarding 
高速転送を有効にすると、VM のネットワーク パフォーマンスが向上します。

この機能は、高速 NIC でのみ使用できます。 

Queue Number 

VM NIC でデータ パケットを送受信するためのキューの数を設定します。デフ

ォルト値は 1 です。キューの数を増やすと VM のネットワーク処理能力が向

上しますが、CPU やメモリの消費など、パフォーマンスのオーバーヘッドも増

加します。実際の状況に応じてこの設定を調整してください。キューの数を設

定できるのは、高速転送が有効になっている場合のみです。 

Hot Swappable 
ENIC ホットスワップを有効または無効にします。このオプションは高速 NIC 

でのみ使用できます。 

MTU 
NIC の最大転送単位をバイト単位で指定します。デフォルトは 1500 です。こ

のオプションは、共通、高速、および Intel e1000 NIC でのみ使用できます。 

6. 詳細設定で、Disk オプションを展開して、ディスク パラメーターを構成します。 

図 5 VMのディスクパラメータの設定 
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表 5 ディスクパラメータ 

パラメーター 説明 

Disk ディスクサイズを指定します。 

Type 

ディスクのストレージ サービス タイプを指定します。ファイル ストレージまたは

ブロック ストレージを指定できます。 ファイル保存のオプションには、New 

Fileまたは Existing Fileがあります。 ファイル ストレージのオプションには、

新しいファイル または 既存のファイルがあります。デフォルトでは、VM のディ

スクとして新しいファイルが作成されます。ディスク タイプのオプションは、VM 

の作成時にホストが選択されている場合にのみ使用できます。ホストが選択

されていない場合、このオプションの値は New File のみになります。。 

• New Block Device—このオプションを選択した場合は、

RBD ストレージ プールに VM のディスクとして RBD を作成しま

す。 

• Existing Block Device—ブロック デバイスは、IP SAN 

または FC SAN 上のストレージ LUN など、ファイル システムを

持たないデバイスであり、raw デバイスとも呼ばれます。ブロック 

デバイスは通常、高性能、データベース、および高性能 I/O コン

ピューティングを必要とする仮想化環境で使用されます。 

• New File—ファイルは VM にディスクとして提示され、ブ

ロック デバイスよりも管理が容易になります。このオプションを選

択すると、VM のディスクとして空のファイルが作成されます。 

• Existing File—このオプションを選択した場合は、他の 

VM で使用されていない既存のストレージ ファイルを VM のディ

スクとして指定します。 

Storage Pool 新しいディスクを作成するストレージ プールを選択します。 

File Name 

新しいファイルをディスクとして使用する場合は、ディスクのファイル名を入力

し ま す 。  デ ィ ス ク の フ ォ ー マ ッ ト  モ ー ド を 選 択 し ま す 。 High 

Speed と Intelligent (デフォルト) を選択できます。 

• High Speed—ディスクは RAW 形式です。RAW 形式で

は I/O 効率が高くなりますが、内部スナップショットはサポートさ

れません。 

• Intelligent—ディスクは qcow2形式です。 

Provisioning 

ボリュームプロビジョニングモードを選択します。 オプションには、Thin (デフ

ォルト)、Delay Zeroed、および Zeroed があります。 

• Thin—ボリュームの作成時に、ボリュームの初期操作に

必要なストレージ スペースのみを割り当てます。後でボリューム

にさらにストレージ スペースが必要になった場合は、最大ストレ
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ージ サイズを超えない限り、ボリュームに必要なだけのストレー

ジ スペースを割り当てることができます。このモードでは、メタデ

ータ I/O コストが高いため、パフォーマンスは最も低くなります。 

• Delay Zeroed—ボリュームの作成時に、指定された最

大ストレージ サイズをボリュームに割り当てます。物理デバイス

に残っているデータは作成中に消去されませんが、VM からの最

初の書き込み時にゼロで消去されます。このモードではパフォー

マンスが低下し、書き込み増幅の問題が発生します。ファイル シ

ステムの最小データ管理単位は 1 MB です。4 KB のデータのみ

が書き込まれると、残りの 1020 KB のデータがクリアされ、コスト

が高くなります。 

• Zeroed—ボリュームの作成時に、指定された最大ストレ

ージ サイズをボリュームに割り当てます。物理デバイスに残って

いるデータは、作成中にゼロに設定されます。このモードでボリュ

ームを作成すると、他のモードでボリュームを作成する場合よりも

時間がかかる場合があります。このモードでは最高のパフォーマ

ンスが得られますが、オンデマンドでリソースが割り当てられない

ため、仮想化シナリオでリソースが無駄になります。 

Bus Type 

バス タイプを選択します。オプションには、IDE、USB、High-Speed (デフォル

ト)、High-Speed SCSI があります。 

• IDE—CD-ROM ドライブなどの IDE デバイスに適用され

ます。このバス タイプはパフォーマンスが低くなります。 

• USB—USB周辺機器に適用可能です。 

• High-Speed—最高のパフォーマンスを提供し、最も一

般的に使用されます。 

• High-Speed SCSI—システム占有率が低く、転送速度

が速くなります。特殊な SCSI 命令や頻繁な SCSI 命令を処理す

る場合は、このタイプを選択します。 

Cache Mode 

VM のデータ キャッシュ モードを選択します。オプションには、Directsync (デ

フォルト)、Writethrough、Writeback、None があります。 キャッシュ モードが

異なると、読み取り/書き込みのパフォーマンスも異なります。 

• Directsync—データは物理ディスクに書き込まれ、その

後 VM のディスク ファイルに同期されます。これにより、データの

セキュリティは向上しますが、効率は低下します。VM がローカル 

ディスクを使用する場合は、このモードを選択してデータのセキュ

リティを確保します。 

• Writethrough—データはホスト キャッシュから読み取ら

れ、ホスト キャッシュに書き込まれ、その後物理ディスクに書き込

まれます。このモードでは、書き込みパフォーマンスは最も低くな

りますが、データのセキュリティは最も高くなります。 

• Writeback—データは VM キャッシュに書き込まれ、次
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にホスト キャッシュに書き込まれ、最後に物理ディスクに書き込ま

れます。データがホスト キャッシュに書き込まれるとすぐに書き込

み操作が完了します。このモードでは、効率は最も高くなります

が、データのセキュリティは最も低くなります。 

• None—データは VM キャッシュに書き込まれ、その後物

理ディスクに書き込まれます。このモードでは、セキュリティとパフ

ォーマンスの面で全体的に最高のパフォーマンスが実現されま

す。 

Disk Mode 

VM のディスクを外部スナップショットに含めるかどうかを選択します。このパ

ラメーターは、VM がファイル タイプ ディスクを使用している場合にのみ使用

できます。 

• Dependent—外部スナップショットにディスクを含めま

す。外部スナップショットを使用して VM を復元すると、ディスクも

復元されます。 

• Independent-Persistent—外部スナップショットにディ

スクは含まれません。外部スナップショットを使用して VM を復元

する場合、ディスクは復元されません。 

Hot Swappable 
ディスクのホットスワップを有効または無効にします。このオプションは高速バ

スタイプでのみ使用できます。 

Serial Number 

ゲスト OS 内のディスクのシリアル番号。シリアル番号は仮想ディスクを一意

に識別します。ディスクのシリアル番号はカスタマイズできます。不明なエラー

を回避するには、VM 上の複数の仮想ディスクに同じシリアル番号を割り当て

ないでください。また、クラスター内またはホスト上の複数の VM 仮想ディスク

に同じシリアル番号を割り当てないでください。 

7. 詳細設定でフロッピー ドライブを選択し、CD-ROM オプションを展開して CD-ROM ドライブのパラメ

ーターを構成します。 

  



23  

図 6 VM のフロッピーおよび CD-ROM ドライブのパラメーターを構成する 

 

表 6 フロッピーおよび CD-ROM ドライブのパラメーター 

パラメーター 説明 

Floppy 

フロッピー ドライブ イメージを選択します。システムは、選択したオペレーティン

グ システムのバージョンと互換性のある高速ドライバーを自動的にロードしま

す。 

CD-ROM 

CD-ROM ドライブ イメージを選択します。 

VM にオペレーティング システムをインストールするための ISO イメージ ファイ

ルを選択できます。 

Connection Mode 
接続モードを選択します。オプションには、CD/DVD と イメージ ファイル (デフ

ォルト) があります。 

8. VM に追加するハードウェア オプションを選択するには、Add Hardware をクリックします。 オプショ

ンには、NIC、Disk、CD-ROM、Floppy disk、GPU Device、USB Device、Remote USB Device、PCI、

vTPM Device、および Watchdog があります。 
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図 7 ハードウェアの追加 

 

表 7 ハードウェアパラメータ 

ハードウェ

ア 

パラメータ

ー 
説明 

GPU 
Device 

Resource 
Pool 

クラスター内で使用可能なすべての GPU を含むリソース プールを選択しま

す。 

Service 
Template 

サービス テンプレートを選択します。サービス テンプレートは、VM がリソー

ス (GPU や HBA など) にアクセスする優先順位を定義します。リソースが不

足している場合、ホストは VM の優先順位に基づいて VM にリソースを割り

当てます。 

Driver 
Type 

GPU ドライバーの種類を設定します。VFIO ドライバーのみがサポートさ

れています。 

USB 
Device 

Connection 
Mode 

USB 接続規格を設定します。オプションには、USB 1.0、USB 2.0、USB 

3.0 (デフォルト) があります。 

このオプションは、VM の作成時にホストを選択した場合にのみ使用できま

す。 

Remote 
USB 

Connection 
Mode 

ネットワーク USB 接続規格を設定します。オプションには、USB 1.0、USB 

2.0、USB 3.0 (デフォルト) があります。 

このオプションは、VM の作成時にホストを選択した場合にのみ使用できま

す。 

PCI Device 
Driver 
Type 

PCI デバ イ ス  ド ラ イ バーの種類を設定 し ま す 。 オ プ シ ョ ン に

は KVM と VFIO (デフォルト) があります。 

このオプションは、VM の作成時にホストを選択した場合にのみ使用できま
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す。 

Watchdog 
VM にウォッチドッグを追加します。割り込みオプションには、再起動 (デフォ

ルト)、電源オフ、移行 などがあります。 

9. Finishをクリックします。 

VMにオペレーティングシステムをインストールする 

OSイメージをVMのCD-ROMにマウントする 

作成時に ISO イメージ ファイルを VM にマウントした場合は、このタスクをスキップできます。 

1. 上部のナビゲーション バーで、VM をクリックします。 

2. ナビゲーション ペインから VM を選択します。 

3. Editをクリックします。 

4. CD-ROMタブをクリックします。 

図 1 VMの編集 

 

5. Connectをクリックします。 
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図 2 ドライバーの選択 

 

6. Select Fileフィールドをクリックします。 

7. "OSイメージをアップロードする"でアップロードした ISO イメージ ファイルを選択します。 

8. OKをクリックします。 

オペレーティング システムをインストールする 

1. VM の概要情報ページで、Start をクリックします。 

2. VM の概要情報ページで、VM の Console をクリックします。 

3. 管理者がインストール ウィザードに従って VM にオペレーティング システムをインストールできるよ

うに、オペレーティング システムのインストール ページが自動的に開きます。 

4. デフォルトでは、UIS システムは VM を作成するときに高速ディスクを使用します。 Windows オペレ

ーティング システムは、インストール ディスクにドライバーが含まれていないため、ディスク情報を取得できま

せん。Windows オペレーティング システムを使用している場合は、次のタスクを実行してください。: 

a. Load Driverをクリックします。 
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図 3 ドライバーの読み込み 

 

b. Red Hat VirtIO SCSI controllerを選択します。 

図 4 VirtIO SCSI Controllerで Red Hを選択します。 
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c. 高速ディスク ドライバーが読み込まれると、インストール ウィンドウに高速ディスクの情報が表示さ

れます。 

図 5 高速ディスク情報 

 

d. インストール ウィザードに従って、オペレーティング システムのインストールを完了します。 
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VMにCAStoolsをインストールする 

CAStools とオペレーティング システム間の互換性については、H3C UIS サーバー仮想化ソフトウェアとハー

ドウェアの互換性を参照してください。 

制限事項とガイドライン 

• FreeBSD VM 用の CAStools のインストール中に pkg bootstrap コマンドが失敗した場合は、

適切なイメージ ソースまたはリポジトリを使用します。 たとえば、FreeBSD 12.3 の場合は、12.1 また

は 12.2 のイメージ ソースを使用します。 

• CAStool タイプが Virtio である FreeBSD VM に CAStools をインストールした後、VM 

の Edit をクリックし、VM 概要ページの詳細設定で CAStool タイプを共通シリアル ポートに変更します。 

Windows または Linux オペレーティング システム

に CAStools をインストールします 

1. UIS にログインし、ターゲット VM を選択して、Edit をクリックします。 

2. CD-ROM タブをクリックし、Connect をクリックします。 

3. Type リストから Install CAStoolsを選択し、OKをクリックします。 

図 1 CAStoolsのインストール 
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4. オペレーティング システムの種類に応じて CAStools をインストールします。インストールが完了し

たら、VM を再起動します。 

o オペレーティング システムの種類が Windows の場合は、コンソールから VM にログインし、

CAS_tools_setup インストール プログラムをダブルクリックし、インストール ウィザードに従って 

CAStools のインストールを完了します。 

o オペレーティングシステムの種類が Linuxの場合は、rootユーザーとしてオペレーティングシス

テムにログインし、次のコマンドを実行します。: 

ルート パスワードは、オペレーティング システムのインストール時に指定したものです。 

[root@localhost~]# mount /dev/cdrom /media 

mount: /dev/sr0 is write-protected, mounting read-only 

[root@localhost~]# cd /media 

[root@localhost media]# ls 

CAS_tools_setup.exe CAS_tools_upgrade,js linux query.bat readme.txt 

[root@localhost media]# cd linux 

[root@localhost linux]# sh ./CAS_tools_install.sh 

Preparing…               ###########################[100%] 

Updating / installing… 

   1:qemu-ga-6.0.2.0-1   ###########################[100%] 

Non-SUSE 

Created symlink from /etc/systemd/system/multi-user.target.wants/qemu-ga.service to 

/usr/lib/systemd/system/qemu-ga.service. 

FreeBSD オペレーティング システム用の CAStools 

をインストールする 

1. オペレーティング システムに root ユーザーとしてログインします。 

ルート パスワードは、オペレーティング システムのインストール時に指定したものです。 

2. FreeBSD ISO イメージ ファイルに基づいて、次のコマンドを実行して pkg と python をインストール

します: 

root@:~ # mkdir /dist 

root@:~ # mount –t cd9660 /dev/cd0 /dist 

root@:~ # setenv REPOS_DIR /dist/packages/repos 

root@:~ # pkg bootstrap 
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The package management tool is not yet installed on your system. 

Do you want to fetch and install it now? [y/n]:y 

Bootstrapping pkg from file:///dist/packages/FreeBSD:11:amd64, please wait… 

Installing pkg-1.8.7_1… 

Extracting pkg-1.8.7_1:100% 

root@:~ # pkg install python 

Updating FreeBSD_install_cdrom repository catalogue… 

Fetching meta.tzx:100%   260 B  0.3KB/s  00:01 

Fetching packagesite.txz:100%  244 KiB 249.9Kb/s  00:01 

Processing entries:100% 

FreeBSD_install_cdrom repository update completed.1075 packages processed. 

Updating database digests format:100% 

Checking intergrity…done(0 conflicting) 

The following 7 package(s) will be affected (of 0 checked): 

  

New packages to be INSTALLED: 

        python:2.7_2,2 

        python27:2.7.12 

        libffi:3.2.1 

        indexinfo:0.2.4 

        readline:6.3.8 

        gettext-runtime:0.19.8.1 

        python2:2_3 

Number of packages to be installed:7 

The process will require 69 MiB more space. 

Proceed with this action?[y/n]:y 

3. UIS にログインし、VM を選択して、Edit をクリックします。 

4. CD-ROMタブをクリックし、Connectをクリックします。 

5. Typeリストから Install CAStoolsを選択し、OKをクリックします。 
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図 2 CAStoolsのインストール 

 

6. VMのコンソールを開き、次のコマンドを実行します: 

root@:~ # mount -t cd9660 /dev/cd0 /media/ 

root@:~ # cd /media/linux/ 

root@:~ # ./CAS_tools_install.sh 

Installing qemu-ga-6.0.2.0-amd64... 

Extracting qemu-ga-6.0.2.0-amd64: 100% 

Message from qemu-ga-6.0.2.0-amd64: 

Qemu-ga has been installed successfully, Use 'service qemu-ga start' to start! 

インストールを確認する 

1. VM の summary informationページに入ります。 

2. CAStools 状態が実行中であることを確認します。 
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VMのIPアドレスを設定する 

インストールされた VM には、デフォルトでは IP アドレスがありません。CAStools を使用して、UIS Manager 

で VM に IP アドレスを割り当てることができます。 

VMのIPアドレスを設定するには: 

1. VM の概要情報ページで、Edit をクリックします。 

図 1 VM summaryページ 

 

2. Network タブをクリックします。 

3. Configure Networkで CAStoolsを選択します。 

図 2 ネットワーク CAStools の設定 
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4. VM の IP アドレス情報を指定し、Apply をクリックします。 

設定された IP アドレスは、VM の概要情報ページに表示されます。 

5. VM のオペレーティング システムにログインし、ipconfig コマンド (Windows) または ifconfig コマ

ンド (Linux) を使用して、構成された IP アドレスを確認します。 

VMテンプレートを作成する 

VM テンプレートは VM から複製または変換されます。 

• Clone to template—元の VM をそのまま残しながら、VM のテンプレート コピーを作成します。 

• Convert to template—シャットダウン状態の VM をテンプレートに変換します。変換された 

VM はテンプレートとしてのみ使用でき、削除されます。 

VMテンプレートを複製するには: 

1. 上部のナビゲーション バーで、VM をクリックします。 

2. ナビゲーション ペインから VM を選択します。 

3. More Actionsをクリックし、Clone to Template を選択します。 

4. VM テンプレート情報を指定し、テンプレートを保存するパスを選択します。 

5. OKをクリックします。 

 

異機種移行を構成する 
 

異機種移行では、物理 x86 サーバー、UIS マネージャーによって管理される VM、および別のプラットフ

ォームによって管理される VM 上のディスク データを UIS マネージャー プラットフォーム上の宛先 VM 

に移行できます。ソース デバイスにクライアントをインストールする必要があります。 

 

制限事項とガイドライン 
 

• ディスクまたはボリューム上で増分移行またはバックアップを実行するには、次の要件が満たさ

れていることを確認してください。 

o ボリュームまたはディスクの容量は 128 TB 以下です。最高のオンライン移行パフォーマンスを

得るためのベスト プラクティスとして、ボリュームまたはディスクの容量を 32 TB 以内に抑えま

す。 

o 増分間隔で増分されるデータは 1 TB 以下です。 

• EXT2/EXT3/EXT4 ファイル システムで差分移行またはバックアップを実行するには、ファイル 

システムの容量が 64 TB 未満であることを確認してください。 

• その他の制限とガイドラインについては、対応するリリースの使用ガイドラインを参照するか、テ

クニカル サポートにお問い合わせください。 
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構成ワークフロー 
 
図1 異機種移行構成ワークフロー 

 
 

異機種間の移行を実行するには、次のタスクを実行する必要があります。 

1. UIS マネージャーからソース デバイス (物理サーバーまたは VM) に移行クライアントをダウンロ

ードします。 

2. 移行クライアントをインストールし、ソース デバイスを UIS マネージャーに接続します。すると、

移行クライアントはソース デバイスのステータスを UIS マネージャーに報告します。 

3. PE イメージを宛先 VM にマウントし、TargetClient を構成して、TargetClient を UIS Manager 

に接続します。次に、TargetClient は宛先 VM のステータスを UIS Manager に報告します。 

4. 移行タスクを作成して開始します。移行クライアントは移行コマンドを受信し、システム ディスクと

データ ディスクの移行を開始します。 
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移行環境 

図 1 移行環境 

 

ソースデバイスを準備する 

異機種間移行コンポーネントをインストールする 

1. movesure.tar.gz パッケージをターゲット ホスト上の任意のフォルダーにアップグレードします。 

2. tar –zxvf movesure.tar.gz コマンドを実行して、パッケージを現在のフォルダーに解凍します。 

3. movesure フォルダーで sh install_en.sh コマンドを実行して、異種移行コンポーネントをインストー

ルします。 

 異種移行コンポーネントをアンインストールするには、sh uninstall.shコマンドを実行します。 

移行クライアントをインストールする 

移行クライアントをダウンロード 

1. UIS マネージャーにログインします。 

2. 上部のナビゲーション バーで、Services をクリックします。 

3. 左側のナビゲーション ペインから、Heterogeneous Migration を選択します。 
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4. DownloadClientタブをクリックします。 デフォルトでは、クライアント プロキシ IP アドレスは UIS マ

ネージャーの管理 IP アドレスです。 

 

クライアント プロキシ IP アドレスが正しいことを確認します。IP アドレスが実際のアドレスと異なる場合

は、Update Client Proxy IP をクリックします。これは、移行ライセンスがアクティブ化された後にのみ使

用できます。移行ライセンスを登録するには、ライセンス ページの機能ライセンス タブにアクセスしま

す。 

5. 以下の方法を使用して、対象のインストールパッケージをダウンロードします: 

o 対象 OS名をクリックします。 システムは、Clone_Client_xxx.zip という名前の .zip ファイルで

インストール パッケージをダウンロードします (例: Clone_Client_Redhat5x86_64.zip)。次に、ファイル

を解凍し、解凍したインストール パッケージを FTP 経由でソース デバイスにアップロードする必要があ

ります。 

o 対象クライアント エディションの アイコンをクリックして、ダウンロード用の URL を取得します。 

次に、ソース デバイスのリモート コンソールにアクセスし、URL を使用してインストール パッケージをダ

ウンロードします。 

図 1 移行クライアントのダウンロード 

 

移行クライアントをインストールする 

 

UIS 管理ネットワークの IP アドレスが変更された場合は、Update Client Proxy IP をクリックして、サーバ

ー IP アドレスを新しい管理ネットワーク IP アドレスに更新します。インストールの失敗を回避するには、ソ

ース デバイスのファイアウォールとセキュリティ ポリシー設定を無効にします。ソース デバイスが VM の

場合は、ソース デバイスで移行ツールのポートが有効になっていることを確認します。 

1. ソースデバイスのリモート コンソールにアクセスします。 
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図 2 ソースデバイスのリモートコンソールにアクセスする 

 

2. Clone_Client_Win.exe をダブルクリックします。開いたウィンドウでインストール言語を選択し、

OK をクリックします。 

3. インストール契約に同意し、インストール ディレクトリを選択して、インストール プロセスを開始します。 

4. CDP ドライバー プログラムをインストールするには、プロンプトで Y をクリックします。 

5. インストール後、インストールしたクライアントを有効にするには、ソース デバイスを再起動します。 

 ソースデバイスが Windows オペレーティングシステムを使用している場合、再起動操作によってサービス

が中断されます。影響を最小限に抑えるには、ソースデバイスがビジーでないときに再起動してください。 

 

  



39  

図 3 ソースデバイスの再起動 

 

再起動後、Services> Heterogeneous Migration > Source Device ページにアクセスして、ソース デバ

イスがソース リストに追加されたことを確認できます。 

 デフォルトでは、システムはソースデバイスにオペレーティングシステムのコンピュータ名で名前を付けま

す。 

図 4 ソースデバイスリスト 
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宛先VMを準備する 

PEイメージを取得する 

UIS は、Windows OS と Linux OS での移行用にそれぞれ Win10PE と Centos7PE イメージを提供します。

PE イメージは UIS バージョン イメージとともにリリースされます。ターゲット VM に正しい PE イメージがマウ

ントされている場合にのみ、TargetClient を構成できます。VM を構成する前に PE イメージ ファイルを取得し、

UIS マネージャーに PE イメージ ファイルをアップロードします。 

宛先VMを作成する 

宛先 VM の使用可能なディスク サイズと合計ディスク サイズの両方が、ソース デバイスのディスク サイズ以

上であることを確認します。 

 ソース デバイスが Suse10 OS を使用している場合は、宛先 VM を作成するときにバス タイプを IDE に

設定します。 

図 1宛先 VMの作成 
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TargetClient を構成する 

1. PE イメージを宛先 VM にマウントします。 

図 2 PEイメージを宛先 VMにマウントする 

 

2. 宛先 VM を起動し、VM コンソールにアクセスします。VM は PE イメージから起動し、ターゲット ク

ライアントを実行して H3C コンバーター プラットフォームにアクセスします。 

図 3 H3C コンバーター プラットフォーム 
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3. Tools をクリックし、VM が UIS マネージャーと通信するためのネットワーク設定を構成します。 

 この手順で構成されたネットワーク設定は、VM の再起動後に失われます。移行後、必要に応じて VM 

のネットワーク設定を再構成できます。 

図 4 ネットワーク設定の構成 

 

4. UIS マネージャーの IP アドレスを入力し、VM のホスト名を指定して、矢印をクリックします。 

 

ローカル IP アドレス フィールドはオプションです。デフォルトでは、移行プラットフォームにアクセスする

ために宛先 VM が使用するデフォルトの IP アドレスが使用されます。UIS マネージャーがパブリック 

IP アドレスを使用する場合、または 2 つのホストがステートフル フェイルオーバーを提供する場合は、

ローカル IP アドレスを指定する必要があります。そうしないと、ソース デバイスは宛先 VM に接続でき

ません。 
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図 5 TargetClientパラメータの設定 

 

開いたページには、TargetClient と宛先 VM が UIS Manager に接続されていることが示されます。 

図 6 ターゲットクライアント接続 

 

5. Services> Heterogeneous Migration > Destination VM ページにアクセスし、宛先 VM が宛先 

VM ページに追加され、VM ステータスがオンラインになっていることを確認します。 
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 移行タスクをサポートするのは、オンラインの宛先 VM のみです。オンラインの宛先 VM の移行操作が失

敗した場合は、ネットワーク アドレスの競合がないことを確認してください。 

図 7 宛先 VM リスト 
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移行を実行する 

制限事項とガイドライン 

移行プロセスはネットワーク帯域幅を占有し、ソース デバイスのコンピューティング パフォーマンスに影響を及

ぼし、移行中はサービスが中断されます。ベスト プラクティスとして、オフピーク時にデータ移行を実行し、サー

ビス切り替え時間を適切に調整します。 

移行の失敗やその他の互換性の問題を回避するには、プラットフォームがソース デバイスのオペレーティング 

システムと互換性があり、宛先デバイスに十分なハードウェア リソースがあることを確認します。 

移行後、一部のハードウェアのドライバーを再ロードまたは更新する必要がある場合があります。NIC の 

MAC アドレスやハード ドライブ文字などの一部のハードウェア設定が変更される場合があります。ハードウェ

アにバインドされたアプリケーションがある場合は、それに応じてアプリケーションを編集する必要があります。 

移行タスクを作成する 

1. 上部のナビゲーション バーで、Services をクリックします。 

2. 左側のナビゲーション ペインから、Heterogeneous Migration を選択します。 

3. Create Migration Taskをクリックします。 

4. I have read the restrictions and guidelinesを選択し、Nextをクリックします。 

5. ソースデバイスと宛先 VM を指定します。 

図 1 ソースデバイスと宛先 VMの指定 
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6. ソース ディスクとターゲット ディスクを選択します。デフォルトでは、システムは各ソース デバイス デ

ィスクをターゲット デバイス ディスクにマップします。ソース ディスクをターゲット ディスクに手動でマップする

場合は、ターゲット ディスクのサイズがソース ディスクと同じかそれより大きいことを確認してください。動的ソ

ース ディスクの場合、ターゲット ディスクとソース ディスクのサイズは同じである必要があります。 

 

·移行できるのはシステム ディスクとデータ ディスクのみです。 

·パーティション テーブルを含む宛先ディスク上のデータは消去されます。移行後、ソース ディスク上

のすべてのデータがターゲット ディスクに移行されます。 

 LVM ディスクは論理ボリュームなので、移行先ディスクを選択する必要はありませんが、システムは 

LVM データも移行します。 

7. 必要に応じてタスク パラメーターを構成します。移行タスクをすぐに開始するには、Start をクリックし

ます。 移行タスクを保存するには、Save をクリックします。後で移行タスク リストにアクセスして、保存したタ

スクを開始できます。 

 

• 移行タスクを構成する前に、タスクで指定するソース デバイスのライセンスを取得す

る必要があります。移行タスクを複数回実行し、複数の移行タスクで同じソース デバイスを指

定できます。 

• 移行タスクが保存または実行されると、移行ライセンスがソース デバイスに即時発

行されます。システムが移行タスクの作成に失敗しても、発行されたライセンスは再利用でき

ません。このような場合は、失敗の原因を特定し、別の移行タスクを作成してください。 

図 2 タスクパラメータの設定 

 

8. 移行タスク リストを表示するには、Migration Tasks タブをクリックします。 システムは移行タスクに

ソースデバイス名で名前を付け、30 秒ごとにリストを更新します。 
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 移行タスクには、デフォルトでソース デバイス名が付けられます。 

図 3 移行タスクリスト 

 

9. 移行タスクの詳細情報を表示するには、ソース デバイス名をクリックします。詳細情報ページには、

移行プロセス、デバイス情報、およびログが表示されます。 

 
システムは、定期的にデータをサンプリングして、移行タスクの実行進行状況を計算します。多数のディス

クを移行する場合、システムは実行進行状況をリアルタイムで更新しないことがあります。これは移行には

影響しません。各ディスクの移行状態の移行進行状況を確認できます。 

図 4 移行タスクの詳細情報の表示 

 

10. 移行タスクを手動で完了しない場合、システムは増分移行間隔で定期的に移行タスクを実行します。

移行タスクを手動で完了するには、Finish をクリックします。 

タスクを手動で終了する前に、デバイスが新しいデータを生成しないように、ソース デバイス上のサービ

スを停止する必要があります。 

 
最初の実行後に完了していない移行タスクに対して、手動で増分データ移行を実行できます。増分移行で

は、前回の移行以降に変更されたデータまたは新しいデータのみがコピーされます。最初の実行後に完了

していない移行タスクに対して、データの整合性を検証し、データを復元できます。 
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図 5 移行タスクの終了 

 

タスクを完了すると、タスクは Finished 状態になります。 

図 6 移行完了 

 

ドライバーを構成する 

 
ベスト プラクティスとして、カーネル バージョンが 2.6.25 以上 (たとえば、redhat 5.2) の場合は Linux OS 

用の Virtio ドライバーを使用し、カーネル バージョンが 2.6.25 以外の場合は IDE ドライバーを使用しま

す。 

システムは、移行タスクのディスク ドライバーの非互換性リスクを検出できます。ドライバーの非互換性の問題

がある可能性のあるハードウェアに関する情報をエクスポートし、そのハードウェアのドライバーを移行先 VM 

にインポートできます。 

1. 移行タスクの詳細ページで、Driver の設定 をクリックします。 
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図 7 Configuring a driver 

 

2. Export Hardware Infoをクリックします。 システムは、宛先 VM のディスクに関するハードウェア情

報を TXT 形式でエクスポートします。 

3. ダウンロードしたファイルを開いて、必要なドライバーに関する情報を表示します。 ファイル名

は Destination_VM_name Driver Hardware Info.txt です。 

4. アップロードするドライバー ファイルを .zip ファイルに圧縮し、圧縮ファイルに mptspi.zip という名前

を付けます。 

通常、ドライバー ファイルは、Windows の場合は .sys または .inf ファイル、Linux の場合は .ko ファイ

ルです。 

圧縮ファイルに多層フォルダーが含まれていないことを確認してください。 

5. 詳細なタスク情報ページで、インポート ボタンをクリックして、圧縮ファイルを UIS マネージャーにイ

ンポートします。 
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図 8 圧縮ファイルを UISマネージャーにインポートする 

 

6. TargetClient で InDrv をクリックして、宛先 VM にドライバーをインストールします。 

図 9 ドライバーのインストール 

 

宛先VMにアクセスする 

1. 宛先 VM のコンソールにアクセスし、H3C コンバーター プラットフォームを終了します。 

2. プロンプトで OK をクリックして、宛先 VM を再起動します。 

 
VM のオペレーティング システムにアクセスできない場合、またはシステムからパーティションまたはディス

クが見つからないというメッセージが表示される場合は、VM の電源をオフにして、VM を再起動し、CAS 

からの起動を選択します。 
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図 10 宛先 VMの再起動 

 

3. ユーザー名とパスワードを入力して、宛先 VM にアクセスします。ソース デバイスのすべてのデータ

が宛先 VM に移行されていることを確認します。 

 デフォルトでは、宛先 VM はソース デバイスと同じユーザー名とパスワードを使用します。 
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図 11 宛先 VM上のデータの検証 

 

 

IPv6設定 
 

サービス ネットワークの IPv6 設定を構成します。サービス ネットワークにより、VM はサービスを

提供できるようになります。 

図1 IPv6設定フローチャート 
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表1 IPv6設定ワークフロー 

手順 備考 

VM IPv6アドレス管

理を有効にする 

必須。 

VM の IPv6 アドレスを指定するには、このタスクを実行して VM IPv6 

アドレス管理を有効にする必要があります。 

VMのIPv6アドレスを

指定する 

必須。 

ユーザーが IPv6 ネットワーク経由で VM によって提供されるサービ

スにアクセスできるように、VM の IPv6 アドレスを指定するには、この

タスクを実行します。 

 

VM IPv6アドレス管理を有効にする 
1. 上部のナビゲーション バーで、System をクリックし、ナビゲーション ペインから Parameter > 

System Parameters を選択します。 

2. VM IPv6 アドレス管理を有効にし、Save をクリックします。 

図 1 VM IPv6アドレス管理の有効化 

 

 

VMのIPv6アドレスを指定する 
1. 上部のナビゲーション バーで、VM をクリックします。 

2. VM を選択し、Edit をクリックします。 

3. Networkタブをクリックします。 

4. CAStools を選択し、VM の IPv6 設定を構成します。 
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図 1 CAStools を使用して VM の IPv6 アドレスを指定する 

 

 VM に CAStools がインストールされ、正常に動作している場合にのみ、VM の IP アドレスを構成できま

す。 
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DRX 
 

図1 DRX構成フローチャート 

 
  

表1 DRX設定手順 

タスク 説明 

DRXサービスを追加する 

DRX は、同じクラスター内で同じサービスを提供する VM を VM グループに追

加します。グループ内の VM の接続数、平均 CPU 使用率、平均メモリ使用率

を定期的にチェックし、DRX ポリシーとリソース拒否モード、リソース再利用ポリ

シーと再利用モードに基づいて、グループ内の VM の数を動的に調整します。 

DRXサービス監視ポリシ

ーを構成する 

オプション。 

拡張監視ポリシーで、VM グループ内の VM の平均 CPU 使用率、平均メモリ

使用量、接続数、ネットワーク トラフィック、ディスク I/O、および IOPS がしきい

値を複数回超えると、システムは VM グループ内に VM を自動的に作成しま

す。 

VM グループ内の VM の平均 CPU 使用率、平均メモリ使用量、接続数、ネット

ワーク トラフィック、ディスク I/O、および IOPS が、リソース再利用監視ポリシー

のしきい値を複数回下回ると、システムは VM グループ内の VM を自動的に再

利用します。 

スケジュールされた拡張

ポリシーを追加する 

オプション。 

スケジュールされた拡張ポリシーは、サービス サージが定期的に発生するアプ
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タスク 説明 

リケーション システムで特定の時点で VM を作成するために使用されます。 

垂直拡張ポリシーを構成

する 

オプション。 

DRX サービスに垂直拡張ポリシーが設定されている場合、CPU 使用率または

メモリ使用率が垂直拡張ポリシーで設定されたしきい値を超えると、システムは 

VM に CPU またはメモリを追加します。 

LB リソースコラボレーショ

ンを構成する 

オプション。 

DRX と LB の連携により、弾力性のあるサービス リソース プールが提供され

ます。 

 

DRXサービスを追加する 
 

1. 上部のナビゲーション バーで、Servicesをクリックします。 

2. Add DRX Serviceをクリックします。 

3. 必要に応じて DRX サービス パラメーターを設定します。ロード バランサーは後でバインドできます。 

 
 

パラメーター 説明 

Cluster DRX サービスのクラスターを選択します。 

Storage 自動的に作成される VM の共有ストレージ プールを指定します。 

Backup Cluster 

DRX サービスを実行するバックアップ クラスターを指定します。現在のクラスタ

ーが DRX 要件を満たすことができない場合、バックアップ クラスターに VM が

作成されます。バックアップ クラスターに VM を作成するには、リソースのインポ

ート タイプがFast Cloneに設定されているときに、クラスターとそのバックアップ 

クラスターが同じ共有ストレージを使用する必要があります。 

VM  
DRX サービスでサポートされる VM の最大数を指定します。これは、VM グル

ープで許可される VM の最大数です。 

Effective 

DRX サービスを有効にする方法を選択します。オプションには、Now, Custom, 

と No があります。 

• Now - DRX サービスは、作成後すぐに有効になります。 

• Custom - DRX サービスは指定された時間範囲で有効になります。 

• No - DRX サービスは有効になりません。 

Start Time 

DRX サービスが有効になる開始時刻を指定します。このフィールドは、

EffectiveリストからCustomを選択した場合に必須です 。開始時刻のみを設定

すると、DRX サービスは常にこの時刻から有効になります。 
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パラメーター 説明 

End Time 

DRX サービスが有効になる終了時刻を指定します。このフィールドは、 

EffectiveリストからCustomを選択した場合は必須です 。終了時刻のみを設定

すると、DRX サービスは現在の時刻から終了時刻まで有効になります。 

Bind Load Balance ロードバランサーを DRX サービスにバインドするかどうかを構成します。 

  

4. Nextをクリックし、期間と検出間隔を設定します。 

 

 
  

パラメーター 説明 

Duration 

拡張監視ポリシーで VM グループ内の VM の平均 CPU 使用率とメモリ使用量、お

よび接続数がしきい値を複数回超える時間、または再利用監視ポリシーでしきい値

を複数回下回る時間を指定します。 

Detection Interval 
VM グループ内の VM の CPU 使用率、メモリ使用量、接続を検出する間隔を指定

します。 

 

5. Resource Import Settingsをクリックし、 Edit アイコンをクリックして 必要に応じて設定を編集します。 

 

 
 
 

パラメーター 説明 
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パラメーター 説明 

Resource 
Import 
Settings 

拡張機能監視ポリシーで、VM グループ内の VM の平均 CPU 使用率、平均メモリ使用量、

接続数、ネットワーク トラフィック、ディスク I/O、および IOPS がしきい値を複数回超えると、

VM グループ内に VM が自動的に作成されます。 

Import Mode 

DRX サービスに対応する VM グループに VM を作成するモードを選択します。オプションに

は、Fast Deployment と Fast Cloneがあります。 

• Fast Deploymen -選択した VM テンプレートを通じて VM グループ内に VM が作

成されます。 

• Fast Clone -クローンする VM を選択することで、VM グループ内に VM が作成さ

れます。 

VMs to Create 1 つの DRX タスクに対して作成する VM の数を指定します。 

  

6. Resource Reclaim Settingsをクリックし、Editアイコンをクリックして 必要に応じて設定を構成し、Next.を

クリックします。 

 

 
 
 

パラメーター 説明 

Resource Reclaim 
Settings 

VM グループ内の VM の平均 CPU 使用率、平均メモリ使用量、接続数、ネットワー

ク トラフィック、ディスク I/O、および IOPS が、リソース再利用監視ポリシーのしきい

値を複数回下回ると、VM グループ内の VM は自動的に再利用されます。 

Reclaim Type 

回収タイプを選択します。オプションには、Reclaim Now と Slow-Offlineがありま

す。 

• Reclaim Now  -再利用条件が満たされている限り、VM は再利用されま

す。 

• Slow-Offline -再利用条件が満たされると、システムは VM が TCP パケッ

トを受信するのを阻止し、VM によって送信されたパケットの数が 10 秒ごと

にしきい値より小さいかどうかを識別します。数がしきい値より小さい場合、

システムは VM を直ちに再利用します。数がしきい値より小さくない場合、

システムは数がしきい値より小さくなるかタイムアウトに達するまで VM を

再利用しません。 

Threshold 

低速オフライン VM 再利用をトリガーできる VM によって送信されるパケットの最大

数を指定します。このフィールドは、再利用タイプとしてSlow-Offlineを選択した場合

にのみ必須です。 
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パラメーター 説明 

Timeout 
低速オフライン VM 再利用をトリガーできるタイムアウトを指定します。このフィール

ドは、再利用タイプとしてSlow-Offlineを選択した場合にのみ必要です。 

Reclaim Mode 

VM を再利用するモードを選択します。オプションには、Shut Down VM, Delete 

VM と  Put VM to Sleepなどがあります。 

• Shut Down VM - VM の電源をオフにします。 

• Delete VM  - VM を削除します。 

• Put VM to Sleep  - VM を休止状態にします。 

Min. Running VMs リソース再利用タスクで実行状態にある必要がある VM の最小数を指定します。 

  

7. 同じサービスを実行する VM を VM グループに追加し、  または アイコンをクリックして、必要に応じて 

VM を自動的に再利用するかどうかを構成します。  は VM を自動的に再利用することを示し、 は VM 

を自動的に再利用しないことを示します。 

 
 

 

8. Nextをクリックし、必要に応じて拡張機能の設定を構成し、Finishをクリックします。 
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パラメーター 説明 

VM Template 
高速展開用の VM テンプレートを選択します。このパラメーターは、 リソースのイ

ンポート タイプとしてFast Deploymentを選択した場合にのみ必要です。 

VM to Clone 

クローンする VM を選択します。このパラメーターは、リソースのインポート タイプ

として高速クローンを選択した場合にのみ必要です。クローンする VM は、選択し

た VM グループからのみ選択でき、VM は次の要件を満たしている必要がありま

す。 

• イメージファイルは共有ストレージプールにあります。 

• VM 上に USB、PCI、SR-IOV、または TPM デバイスが存在しません。 

• VM は NUMA ノードまたは物理 CPU にバインドされていません。 

• VM のストレージ タイプはインテリジェントです。 

VM Prefix VM グループに作成する VM のプレフィックスを入力します。 

Start Number 
VM の開始番号を入力します。この番号は VM プレフィックスの後に表示されま

す。作成された VM の数が増えると、最大数に達するまで番号も増加します。 

IPv4 Configuration 

• 開始 IP : VM の開始 IPv4 アドレスを指定します。 

• 終了 IP : VM の終了 IPv4 アドレスを指定します。IP 割り当てに十分な 

IPv4 アドレスを予約します。 

• サブネットマスク: VM のサブネットマスクを指定します。 

• デフォルト ゲートウェイ: VM のデフォルト ゲートウェイを指定します。 

IPv6 Configuration 

• 開始 IP: VM の開始 IPv6 アドレスを指定します。 

• 終了 IP: VM の終了 IPv6 アドレスを指定します。IP 割り当てに十分な 

IPv6 アドレスを予約します。 

• ネットワーク プレフィックス: IPv6 アドレスのプレフィックスの長さを指定し

ます。 

• デフォルト ゲートウェイ: VM のデフォルト ゲートウェイを指定します。 

 
 
 

DRXサービス監視ポリシーを構成する 
 

1. 上部のナビゲーション バーでServicesをクリックし、ナビゲーション ペインからDRX > DRX service nameを

選択します。 

2. Resource Monitoringをクリックします。 

3. 必要に応じてサービス監視設定を編集します。 
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スケジュールされた拡張ポリシーを追加する 
 

1. 上部のナビゲーション バーでServicesをクリックし、ナビゲーション ペインからDRX > DRX service nameを

選択します。 

2. Scheduled Extension Policyをクリックします。 

3. Addをクリックします。 

 
 

4. 必要に応じてポリシー パラメーターを設定し、OKをクリックします。 

 

• 頻度を Dailyに設定し、開始時刻を UIS マネージャーの現在のシステム時刻よりも早く設定する

と、スケジュールされた拡張タスクは翌日に有効になります。 

• スケジュールされた拡張のデフォルトのポーリング間隔は 10 分です。指定された期間中は 

DRX は実行されません。 

• スケジュールされた拡張ポリシーで指定されていない期間中、ポリシーを使用して作成された 

VM は、リソース再利用ポリシーを満たしている場合に再利用されます。 

 

垂直拡張ポリシーを構成する 
 

1. 上部のナビゲーション バーでServicesをクリックし、ナビゲーション ペインから DRX > DRX service name

を選択します。 

2.  Vertical Extension Policyをクリックします。 

3. CPU とメモリのパラメーターを設定し、OKをクリックします。 
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パラメーター 説明 

Configure CPU 
CPU 使用率による垂直拡張ポリシーを有効にするには、このオプションを選択し

ます。 

CPU Usage 
CPU 使用率のしきい値を指定します。このしきい値に達すると、システムは VM 

に CPU を追加します。 

CPUs to Add VM に追加する CPU の数を指定します。 

Limit VM に追加できる CPU の最大数を指定します。 

Configure Memory 
メモリ使用量による垂直拡張ポリシーを有効にするには、このオプションを選択し

ます。 

Memory Usage 
メモリ使用量のしきい値を指定します。このしきい値に達すると、システムは VM 

にメモリを追加します。 

Memory to Add VM に追加するメモリ サイズを指定します。 

Limit VM に追加できる最大メモリ サイズを指定します。 

 

LB リソースコラボレーションを構成する 
 

1. 上部のナビゲーション バーでServicesをクリックし、ナビゲーション ペインからDRX > DRX service nameを

選択します。 

2. Load Balancingをクリックします。 

3. 必要に応じて LB パラメーターを設定し、OKをクリックします。 
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パラメーター 説明 

Start IP VM の開始 IP アドレスを入力します。 

End IP 
VM の終了 IP アドレスを入力します。開始 IP と終了 IP を指定するときは、割り当

てるアドレスが十分にあることを確認してください。 

Load Balancer 
ロード バランサーを選択します。ロード バランサーはトラフィックを実際のサーバー

に分散します。 

Virtual Server 

仮想サーバーを選択します。仮想サーバーは仮想 IP を提供します。仮想サーバ

ーはユーザー要求を受信し、ロード バランサーは要求に応答する実際のサーバー

を選択します。 

Real Server Farm サービスを提供する VM を含む実際のサーバー ファームを選択します。 

VM Port 
サービス ポートを入力します。サービス ポートによって提供されるサービスが異な

ります。 

Scheduling Algorithm 
スケジューリング アルゴリズムを選択します。ロード バランサーは、スケジューリン

グ アルゴリズムに基づいて実サーバーを選択します。 

Health Check Method 

ヘルス チェック方法を選択します。ロード バランサーは、実サーバー ファーム内の

実サーバーのヘルス状態をチェックします。実サーバーが使用不可であることが検

出された場合、ロード バランサーは実サーバーにユーザー要求を分散しません。

実サーバーが回復すると、ロード バランサーは実サーバーにユーザー要求を分散

し続けます。このプロセスはユーザーには透過的です。 
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クラウドレインボー 
 

Cloud Rainbow は、サービス中断なしでデータセンター間で UIS リソース共有と手動 VM 移行を

提供します。 
 

図1クラウドレインボー構成フローチャート 

 
 
  

表1クラウドレインボー構成ワークフロー 

手順 備考 

ローカルおよびリモート

のデータセンターを構

成する 

必須。 

ローカルおよびリモート データ センターの IP アドレス、ログイン モード、ユーザー

名、およびパスワードを構成するには、このタスクを実行します。 

オンラインVM移行を実

行する 

必須。 

2 つのデータセンター間でオンライン VM を移行するには、このタスクを実行します。 

 

ローカルおよびリモートのデータセンターを構成する 
 

1. 上部のナビゲーション バーで Servicesをクリックし、ナビゲーション ペインからCloud Rainbowを選択しま

す。 

2. ローカル データ センター アイコンをクリックし、開いたダイアログ ボックスでEdit Data Center  をクリックし

ます。 
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3. UIS マネージャーのデータセンター名と管理 IP アドレスを入力し、OKをクリックします。 

 
4. Addアイコンをクリックします。開いたダイアログボックスで、ローカル データ センターのパラメーターを構成し、

OKをクリックします。 
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 パラメーター 説明 

Name データセンターの名前を指定します。中国語または英語で最大 36 文字。必須。 

Description 
データ センターの説明を指定します。中国語または英語で最大 120 文字。オプショ

ン。 

IP Address 
データセンターの IP アドレスを入力します。ドット付き 10 進表記の IPv4 アドレスで

ある必要があります。必須です。 

Login Mode データセンターにログインする方法を選択します。必須。 

Port 

データ センターにアクセスするためのポート番号を入力します。HTTP を使用する場

合、デフォルトのポート番号は 8080 です。HTTPS を使用する場合、デフォルトのポ

ート番号は 8443 です。必須です。 

Username データセンターにアクセスするためのユーザー名を入力します。必須です。 

Password 
データセンターにアクセスするためのパスワードを入力します。最大 32 文字の中国

語または英語。必須。 

 

オンラインVM移行を実行する 
 

1. ホストをダブルクリックしてホスト上のすべての VM を表示し、ターゲット VM をリモート UIS マネージャー上

の宛先ホストにドラッグします。 

 
 

2. 必要に応じてパラメーターを設定し、Nextをクリックします。 

パラメーター 説明 

Timeout 

実行中の VM を移行するための移行タイムアウトを入力します。タイムアウト タイマー

が期限切れになる前に VM を移行できない場合、システムは VM を一時停止し、移行

後に VM を復元します。 

Compress 送信するデータを圧縮するには、このオプションを選択します。 

  

3. 宛先ストレージ プールを選択し、Finishをクリックします。 

4. タスク コンソールを開いて、VM 移行の進行状況を表示します。 
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GPUリソースプールを構成する 
 

図1 GPUリソースプールの構成フローチャート 

 
 
  

表1 GPUリソースプールの構成ワークフロー 

手順 備考 

ホストのIOMMUを有効

にする 

必須。 

ホストで GPU パススルーを構成する前に、このタスクを実行してホストの 

IOMMU を有効にする必要があります。構成を有効にするには、ホストを再起動

する必要があります。 

GPUパススルーを構成

する 

必須。 

このタスクを実行して、同じクラスター内の異なるホスト上の GPU パススルー用

の物理 GPU を GPU リソース プールに追加し、GPU パススルーを使用する VM 

を VM グループに追加します。 

システムは、VM グループ内の VM が起動または再起動すると、GPU リソース 

プールのリソース使用量と VM の優先度に基づいて VM に GPU を割り当てま

す。 

VMにGPUドライバーを

インストールする 

必須。 

VM が GPU を識別できるように、VM に GPU ドライバーをインストールするに

は、このタスクを実行します。 

 

ホストのIOMMUを有効にする 
 

1. 上部のナビゲーション バーで、Hostsをクリックします。 

2. GPU が搭載されたホストを選択します。 

3. Advancedタブをクリックし、Boot Configurationをクリックします。 

4. IOMMU を有効にし、Saveをクリックします。 
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5.  Enter Maintenance Mode をクリックします。 

6.  More Actionsをクリックし、Restart Hostを選択します。 

7. ホストが再起動したら、Exit Maintenance Modeをクリックします。 

 

GPUパススルーを構成する 
 

1. 上部のナビゲーション バーでServicesをクリックし、ナビゲーション ペインからiRSを選択します。 

2. Add iRS Service をクリックし、サービス名を入力して、Resource TypeリストからGPUを選択し、Next.をク

リックします。 

 
 

3. GPU を選択し、Next.をクリックします。 
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4. VM グループに VM を追加するには、Addをクリックします。VM、サービス テンプレート、 VFIOドライバー タ

イプを選択し、排他モードとリソース量を設定して、OKをクリックします。 

 
 

パラメーター 説明 

VMs 

シャットダウン状態の 1 つまたは複数の VM を選択します。複数の VM を選択し

た場合、それらの VM は同じサービスを提供する VM グループに割り当てられま

す。 

Service 
Template 

サービス テンプレートを選択します。 

サービス テンプレートは、サービス テンプレートを使用して物理リソースを使用す

る VM の優先順位と、サービス テンプレートを使用するすべての VM が使用でき

るリソースの合計比率を定義します。VM ごとにサービス テンプレートを指定する

必要があります。 

GPU リソースの使用時に VM に高い優先度を割り当てるには、VM に対して優

先度の高いサービス テンプレートを選択します。 

UIS マネージャーは、次のルールに従って GPU リソースを割り当てます。 

• VM が同じ優先度のサービス テンプレートを使用する場合、VM ブート 

シーケンスで GPU リソースを割り当てます。 

• アイドル状態の GPU が起動する VM より少ない場合は、優先順位に従
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パラメーター 説明 

って GPU リソースを割り当てます。 

• 次の条件が満たされた場合、一部の低優先度 VM から GPU リソースを

再利用し、高優先度 VM に GPU リソースを割り当てます。 

o アイドル状態の GPU は、起動する優先度の高い VM よりも少なくなりま

す。 

o 同じ低優先度サービス テンプレートを使用する VM は、サービス テンプ

レートで指定されたリソース比率よりも多くのリソースを占有します。 

Driver Type VM で使用されるドライバーのタイプ。VFIO のみが使用可能です。 

Exclusive Mode 

VM が指定された GPU/vGPU リソースを排他的に使用できるかどうかを選択し

ます。[はい]を選択した場合、GPU/vGPU リソースは他の VM では使用できませ

ん。この機能は、選択した GPU リソース プールに追加された使用可能な 

GPU/vGPU リソースがホストにある場合にのみ使用できます。この機能が有効

になっているときに VM を移行するには、ターゲット ホストで十分な GPU/vGPU 

リソースが使用可能であり、VM がパワーオフになっていることを確認してくださ

い。 

Resource Count 

VM で使用できる GPU/vGPU リソースの最大数を設定します。値は、リソース プ

ールのタイプと排他モード機能の状態によって異なります。 

• vGPU リソース プールを選択した場合、使用できるのは 1 つだけです。 

• GPU リソース プールを選択し、排他モードが無効になっている場合、値

はリソース プール内の単一ホスト上の GPU の最大数になります。たと

えば、リソース プールに 3 つのホストがあり、ホストにそれぞれ 3、2、2 

個の GPU がある場合、値は 3 になります。 

• GPU リソース プールを選択し、排他モードが有効になっている場合、値

は VM に接続されているホスト上で使用可能な GPU の数になります。 

  

5. Finishをクリックします。 

6. ナビゲーション ペインからGPUを選択します。作成された VM を右クリックし、Startを選択します。 

7. VM のコンソールにアクセスします。Device Managerを開き、3D Video ControllerがOther devicesの下

にリストされていることを確認します。3D Video Controllerは、VM に渡される GPU です。 
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VMにGPUドライバーをインストールする 
 

1. 互換性のあるNVIDIA GPU ドライバーを VM にアップロードします。 

2. GPU ドライバーをインストールします。 

 
3. ドライバーがインストールされたら、 Device Managerを開き、 Display adaptersの下に正しい GPU モデ

ルがリストされていることを確認します。 
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vGPUリソースプールを構成する 
 

図 1 vGPU リソース プールの構成フローチャート 

 
 
 

表 1 vGPU リソース プールの構成ワークフロー 

手順 備考 

vGPUを追加する 

必須。 

UIS Manager は、NVIDIA 仮想 GPU テクノロジーを統合して、VM ユーザーに 

GPU 仮想化サービスを提供します。 

vGPU を作成する前に、ホストに NVIDIA GRID vGPU をサポートする GPU が

インストールされていることを確認してください。 

vGPUリソースプールを

構成する 

必須。 

このタスクを実行して、同じクラスター内の異なるホスト上の vGPU を vGPU リソ

ース プールに追加し、vGPU を使用する VM を VM グループに追加します。 

システムは、VM グループ内の VM が起動または再起動すると、vGPU リソース 

プールのリソース使用量と VM の優先度に基づいて、VM に vGPU を割り当て

ます。詳細については、「vGPU リソース プール」を参照してください。 

• Windows VM

にNVIDIAグラ

フィックドライバ

ーをインストー

ルする 

• Linux VMに

NVIDIAグラフィ

ックドライバー

をインストール

する 

必須。 

VM が vGPU を識別できるように、VM に NVIDIA グラフィックス ドライバーをイ

ンストールするには、このタスクを実行します。 
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vGPUを追加する 
 

1. 上部のナビゲーション バーで、Hostsをクリックします。 

2. ターゲット ホストを選択し、タブをクリックします。 

3. GPU Devicesタブをクリックします。 

 

4.  GPU のAddアイコン をクリックします。 

 
5. vGPU タイプを選択し、OKをクリックします。 
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vGPUリソースプールを構成する 
 

1. 上部のナビゲーション バーでServicesをクリックし、ナビゲーション ペインからiRSを選択し

ます。 

2. Add iRS Service をクリックし、サービス名と説明を入力し、Resource Typeリストから

vGPUを選択して、Nextをクリックします。 

 
 

3. 対象の vGPU プール名を選択し、vGPU プールに割り当てる vGPU を選択して、Nextをク

リックします。 
 1 つの GPU リソース プールに追加できるのは、同じモデルの vGPU のみです。 

 
 

4. サービス VM を追加するには、Addをクリックします。 
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パラメーター 説明 

VM 

シャットダウン状態の 1 つまたは複数の VM を選択します。複数の VM を

選択した場合、それらの VM は同じサービスを提供する VM グループに

割り当てられます。 

Service 
Template 

サービス テンプレートを選択します。 

サービス テンプレートは、サービス テンプレートを使用して物理リソースを

使用する VM の優先順位と、サービス テンプレートを使用するすべての 

VM が使用できるリソースの合計比率を定義します。VM ごとにサービス 

テンプレートを指定する必要があります。 

vGPU リソースを使用する際に VM に高い優先度を割り当てるには、VM 

に対して優先度の高いサービス テンプレートを選択します。 

UIS マネージャーは、次のルールに従って vGPU リソースを割り当てま

す。 

• VM が同じ優先度のサービス テンプレートを使用する場合、VM 

ブート シーケンスで vGPU リソースを割り当てます。 

• アイドル状態の vGPU が起動する VM より少ない場合は、vGPU 

リソースを優先順位に従って割り当てます。 

• 次の条件が満たされた場合、一部の低優先度 VM から vGPU リ

ソースを再利用し、高優先度 VM に vGPU リソースを割り当てま

す。 

o アイドル状態の vGPU は、起動する優先度の高い VM よりも少な

くなります。 

o 同じ低優先度サービス テンプレートを使用する VM は、サービス 

テンプレートで指定されたリソース比率よりも多くのリソースを占有

します。 

Driver Type VM で使用されるドライバーのタイプ。VFIO のみが使用可能です。 

Exclusive 
Mode 

VM が指定された GPU/vGPU リソースを排他的に使用できるかどうかを

選択します。[はい]を選択した場合、GPU/vGPU リソースは他の VM で

は使用できません。この機能は、選択した GPU リソース プールに追加さ

れた使用可能な GPU/vGPU リソースがホストにある場合にのみ使用で

きます。この機能が有効になっているときに VM を移行するには、ターゲ

ット ホストで十分な GPU/vGPU リソースが使用可能であり、VM がパワ

ーオフになっていることを確認してください。 
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パラメーター 説明 

Resource 
Count 

VM で使用できる GPU/vGPU リソースの最大数を設定します。値は、リソ

ース プールのタイプと排他モード機能の状態によって異なります。 

• vGPU リソース プールを選択した場合、使用できるのは 1 つだけ

です。 

• GPU リソース プールを選択し、排他モードが無効になっている場

合、値はリソース プール内の単一ホスト上の GPU の最大数にな

ります。たとえば、リソース プールに 3 つのホストがあり、ホストに

それぞれ 3、2、2 個の GPU がある場合、値は 3 になります。 

• GPU リソース プールを選択し、排他モードが有効になっている場

合、値は VM に接続されているホスト上で使用可能な GPU の数

になります。 

 

5. VMフィールドのアイコン をクリックし、サービス VM を選択して、OKをクリックします。 

 

選択した VM はシャットダウン状態である必要があります。複数のサービス VM を選

択した場合、同じサービス テンプレートと優先順位が割り当てられます。追加操作を再

度実行して、別のサービス テンプレートを別のグループのサービス VM に割り当てる

ことができます。 

  

6. Service Templateフィールドのアイコン をクリックし、サービス テンプレートを選択して、

OKをクリックします。  

 

デフォルトでは、定義済みのノンリニア編集サービス テンプレートとトランスコーディン

グ サービス テンプレートがシステムに存在します。必要に応じてサービス テンプレー

トを追加できますが、デフォルトのテンプレートを含むすべてのサービス テンプレート

のリソース割り当て比率の合計が 100% を超えないようにする必要があります。 

  

7. Finishをクリックします。 

8. 左側のナビゲーション ペインから、追加した vGPU プールを選択します。 

9. VMタブで、起動する VM を選択し、VM リストを右クリックしてStartを選択し、開いたダイア

ログ ボックスで OKをクリックします。 

10. VM を右クリックし、ショートカット メニューからConsoleを選択して、VM が起動するまで待

ちます。 

11. VM でデバイス マネージャーを開き、Display adapters選択して、vGPU が VM に接続さ

れていることを確認します。 
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Windows VMにNVIDIAグラフィックドライバーをイン

ストールする 
 

1. 一致する NVIDIA グラフィック ドライバーをダウンロードし、VM にアップロードします。 

2. ドライバーインストーラーをダブルクリックし、セットアップウィザードに従ってドライバーをインストールします。 

 
 

3. VM を再起動します。 

 NVIDIA グラフィック ドライバーをインストールすると、VNC コンソールは使用できなくなります。RGS や 

Mstsc などのリモート デスクトップ ソフトウェアを使用して VM にアクセスしてください。 

 

4. リモート デスクトップ ソフトウェアを使用して VM にログインします。デバイス マネージャーを開き、Display 

adaptersを選択して、接続されている vGPU のモデルが正しいことを確認します。 
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Linux VMにNVIDIAグラフィックドライバーをインスト

ールする 
 

制限事項とガイドライン 
• Linux VM は、タイプ A を除くすべての vGPU タイプをサポートします。詳細については、NVIDIA 

Web サイトにアクセスしてください。タイプ A の vGPU は、ドライバーをインストールしても使用でき

ません。 

• 一部の Linux オペレーティング システム バージョンのみが vGPU をサポートしています。詳細につ

いては、NVIDIA Web サイトを参照してください。 

• vGPUドライバーのバージョンは、ホスト上の GPU ドライバーのバージョンによって異なります。たと

えば、ホスト GPU ドライバーのバージョンが 440.53 の場合、vGPU ドライバーのバージョンは 

440.56 になります。詳細については、NVIDIA Web サイトを参照してください。 

表-1ドライバーバージョン対応表（例） 

ドライバータイプ vGPU ソフトウェア 
vGPU マネージ

ャー 

VM ドライバー 

(Linux) 

VM ドライバー 

(Windows) 

ドライバーバー

ジョン 
10.1 440.53 440.56 442.06 

  

手順 
1. lspciコマンドを実行して、vGPU の読み込み状態を表示します。 

コマンド出力に文字列NVIDIAが含まれている場合、vGPU の状態は正常です。コマンド出力に文字列

NVIDIAが含まれていない場合は、テクニカル サポートにお問い合わせください。 

 

図1 vGPUのロード状態 

 
 

1. FTP を使用して、NVIDIA Web サイトから取得したドライバーを VM にアップロードします。 

図2 ドライバーのアップロード 

 
 

2. VM にドライバーをインストールします。 

インストールを完了するには、次のコマンドを順番に実行します。 

[root@localhost ~]# chmod +x NVIDIA-Linux-x86_64-440.56-grid.run 
[root@localhost ~]# init 3 
[root@localhost ~]# ./NVIDIA-Linux-x86_64-440.56-grid.run 
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図3 インストール完了 

 
次のエラーが発生した場合は、次のタスクを実行してインストールを完了してください。 

 

図4 インストールエラー 

 
 

A 次のコマンドを実行します。 

[root@localhost ~]# sh NVIDIA-Linux-x86_64-440.56-grid.run -k $(uname -r) 

インストーラーのプロンプトに次のように応答します。 

•    EULAに同意する 

•    32ビットバイナリのインストールは避ける 

•    x.orgファイルの変更は禁止 

B 図6に示すような結果が返されることを確認します。 
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図5 実行結果 

 
 

4. インストール後、nvidia-smiコマンドを実行して vGPU 情報を表示します。 

その後、vGPU を正しく使用できるようになります。 

 

図6 vGPU情報の表示 

 
 

サイトの災害復旧 
 

災害復旧システムには、地理的に分散したサイトに展開された 2 つ以上の同一のサービス システムが含ま

れます。災害復旧システムはサービス システムを監視し、サービス システム間のデータの一貫性を維持しま

す。1 つのサービス システムに障害が発生すると、そのサービスは別のサイトにフェールオーバーされ、サー

ビスの継続性が確保されます。UIS は、ストレージ レプリケーション ベースの災害復旧とディスク バックアッ

プ ベースの災害復旧をサポートします。 

SRM as a Service を使用すると、UIS で作成された CloudOS VM に対してストレージ レプリケーション ベー

スのディザスタ リカバリを実行できます。SRM as a Service の構成は、ストレージ レプリケーション ベースの

ディザスタ リカバリの構成と似ています。SRM as a Service を使用するには、保護グループを作成するとき

に、サービス タイプとして SRM as a Service を選択します。 

 

特徴 
• ストレージの災害復旧を構成する 

• ディスクバックアップベースの災害復旧を構成する 
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ストレージの災害復旧を構成する 
 

設定手順 
 

図1 UIS災害復旧構成手順 

 
 

サイトを構成する 
 

保護サイトとリカバリ サイト (それぞれローカル サイトとリモート サイト) を構成します。ストレージ ディザスタ 

リカバリを構成した後、サイトに SRA を追加し、ブロック デバイス間で非同期レプリケーション ペアを同期しま

す。 

 

ストレージの災害復旧を構成する 
 

ストレージ障害復旧を実装するには、保護サイトと復旧サイトのブロック デバイス (LUN) 間のマッピングであ

る非同期レプリケーション ペアを作成する必要があります。ブロック デバイスは、サイトのアドレス プール間

に確立されたリンクを介して、データ同期ポリシーに基づいてデータを同期します。リンク セットはリモート デ

バイスと呼ばれます。 

 

図2ストレージの災害復旧 
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サイトの災害復旧を構成する 
 

サイトの災害復旧を構成するには、次の手順を実行します。 

1. 同じストレージ プール (ストレージ アレイ内の 1 つまたは複数の LUN) に接続された VM を保護グ

ループに割り当て、保護サイトとリカバリ サイトの vSwitch、ポート プロファイル、およびストレージ間

のマッピングを作成します。 

2. 保護グループの回復計画を構成します。 

 

図3サイトの災害復旧の構成 

 
 

災害復旧シナリオ 
 

復旧計画テスト 
 

SRM を使用すると、サービスを中断することなく、リカバリ プランに基づいて VM をリカバリ サイトの分離され

たテスト環境にフェイルオーバーすることで、リカバリ プランが正しく動作するかどうかをテストできます。リカ

バリ プラン テストでは、VM はリカバリ サイトの LUN に接続されます。環境をクリアし、リカバリ プランの状態

を準備完了に復元するには、リカバリ プラン テストを手動で終了する必要があります。 
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図4復旧計画テスト 

 
 

スケジュールされた回復 
 

スケジュールされたリカバリでは、保護されたサイトの VM がシャットダウンされ、保護されたサイトの定期的

なメンテナンスのためにスケジュールに従ってリカバリ サイトで VM が再開されます。スケジュールされたリカ

バリでは、データ レプリケーションがトリガーされます。SRM は、保護されたすべてのデータをリカバリ サイト

にコピーし終えた後にのみ、リカバリ サイトで VM を再開します。 

異機種環境では、SRM は保護された VM をシャットダウンしません。保護されたサイトで手動でシャットダウ

ンする必要があります。 

 

図5スケジュールされた回復 
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障害回復 
 

障害復旧では、復旧計画に基づいて復旧サイトで VM を復元し、保護されたサイトに障害が発生した場合の

サービス中断時間を短縮します。 

 

図6障害回復 

 
 

リバースリカバリー 
 

リバース リカバリでは、保護されたサイトが障害から回復したときに、VM をリカバリ サイトから保護されたサ

イトにフォールバックします。 

 

図7リバースリカバリー 
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制限事項とガイドライン 
 

• リカバリ プランを最初に実行する前に、データの同期が実行されていることを確認してください。 

• レプリケーション モードのレプリケーション ネットワークは、専用ネットワークまたは共有ネットワーク

にすることができます。ベスト プラクティスとしては、専用のレプリケーション ネットワークを使用しま

す。 

• 次のブロック デバイス要件に従ってください。 

o 実動サイトと復旧サイトのブロック デバイスのサイズを同じに設定します。 

o SRA 以外のストレージの場合、まずバックアップ側でブロック デバイスを共有ファイル システムとし

てマウントします。ブロック デバイスが特定のホストにマウントされている場合、リカバリ プランの実

行中にストレージの同期がスキップされ、ディザスタ リカバリ VM が直接復元される可能性がありま

す。 

 

ネットワーク計画 
 

1. 統合デプロイメントで 2 つの UIS システムを展開します。 

2. 保護サイトとリカバリ サイトに CVK と ONEStor を展開します。 

3. サーバー #1 を管理ノードおよびサービス ノードとして使用します。 

4. 保護サイトに 4 つの CVK ホストを展開し、リカバリ サイトに 2 つの CVK ホストを展開します。 

5. 専用の管理およびレプリケーション ネットワークをセットアップします。 

 

図1ネットワーク図 
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サイトを追加 
 

SRM は、異なるサイト (データ センター) 間でのサービス リカバリを提供します。SRM を使用すると、ローカ

ル UIS マネージャーを保護対象サイトとして構成し、保護対象サイトのリカバリ サイトを構成できます。保護

対象サイトがサービスの提供を停止すると、リカバリ サイトが引き継いで中断のないサービスを保証します。 

 

·保護サイトまたはリカバリ サイトのいずれかにローカル サイトとリモート サイトを構成します。サイトは構

成を同期します。 

·サイトの作成中に SRA を構成する必要はありません。ストレージ ディザスタ リカバリの構成が完了した

ら、ローカル サイトとリモート サイトの SRA を構成します。 

  

ローカルサイトを追加する 
 

1. 保護されたサイトの UIS システムにログインします。 

2. 上部のナビゲーション バーでServicesをクリックし、左側のナビゲーション ペインからDisaster 

Recovery Management > Sitesを選択します。 

3.  Add Siteをクリックします。 

4. ローカルサイトを構成します。 

ローカル UIS システムの IP アドレスを入力します。 

 

図1ローカルサイトの追加 

 
5. Nextをクリックします。 

6. Finishをクリックします。 

 

図2ローカルサイト 

 
 

リモートサイトを追加する 
 

1. 上部のナビゲーション バーでServicesをクリックし、左側のナビゲーション ペインから Disaster 

Recovery Management > Sitesを選択します。 

2. Add Siteをクリックします。 

3. リモートサイトを構成します。 

リモート UIS システムの IP アドレスを入力します。 
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図3リモートサイトの追加 

 
 

4. Nextをクリックします。 

5. Finishをクリックします。 

 

図4ローカルサイトとリモートサイト 

 
 

リモートサイトを追加する 
 

1. 上部のナビゲーション バーでServicesをクリックし、左側のナビゲーション ペインからDisaster Recovery 

Management > Sitesを選択します。 

2.  Add Siteをクリックします。 

3. リモートサイトを構成します。 

リモート UIS システムの IP アドレスを入力します。 

図3リモートサイトの追加 
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4. Nextをクリックします。 

5. Finishをクリックします。 

図4ローカルサイトとリモートサイト 

 
 

ストレージの災害復旧を構成する 
 

• 保護されたサイトの CVK ホストをローカル アドレス プールに割り当て、リカバリ サイトの CVK ホストをリ

モート アドレス プールに割り当てます。 

• アドレス プールのリモート デバイスを作成し、非同期レプリケーション設定を構成します。 

 

図1ネットワーク図 

  
 

 
 

アドレスプールを追加する 
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アドレス プールは、クラスター内で同じレプリケーション ネットワークが構成されたホストのグループ

です。アドレス プール内のホストは、レプリケーション ノードと呼ばれます。 

 

ローカルアドレスプールの追加 
 

1. 上部のナビゲーション バーでStorageをクリックし、左側のナビゲーション ペインからStorage 

Disaster Recoveryを選択します。 

2. Link Management タブをクリックします。 

3. Address PoolsセクションでAdd をクリックします。 

 

図1 アドレスプールの追加 

 
  

4. 開いたダイアログ ボックスで、アドレス プール パラメーターを構成し、OKをクリックします。 

レプリケーション ネットワークは、保護されたサイトとリカバリ サイトのブロック デバイス間でデータ

を同期するために使用されます。 

 

図2 アドレスプール情報の設定 

 
  

パラメーター 説明 

Address Pool Name ローカル アドレス プールの名前を入力します。 

Replication Network ローカル アドレス プール内のレプリケーション ノードがリモート アドレス 
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パラメーター 説明 

プール内のレプリケーション ノードへのリンクを確立するネットワークを

入力します。 

Shared Key Tag 認証用の共有キータグを入力します。 

Shared Key 認証用の共有キーを入力します。 

Description アドレス プールの説明を入力します。 

  

5. 冗長性を確保するために、複数のレプリケーション ノードをローカル アドレス プールに割り当

て、OKをクリックします。 

図3 レプリケーションノードの選択 

 
 

ローカル アドレス プールが正常に追加されました。 

 

図4 追加されたローカルアドレスプール 

 
 

 

リモートアドレスプールを追加する 
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1. リカバリ サイトの UIS コンソールにログインします。 

2. 上部のナビゲーション バーでStorage,をクリックし、左側のナビゲーション ペインから

Storage Disaster Recoveryを選択します。 

3. Link Managementタブをクリックします。 

4. Address PoolsセクションでAddをクリックします。 

5. 開いたダイアログ ボックスで、アドレス プール パラメーターを設定し、OKをクリックします。 

 

図5 リモートアドレスプールの追加 

 
 

パラメーター 説明 

Address Pool Name リモート アドレス プールの名前を入力します。 

Replication Network 

ローカル アドレス プール内のレプリケーション ノードがリモート アドレス 

プール内のレプリケーション ノードへのリンクを確立するネットワークを

入力します。 

Shared Key Tag 認証用の共有キータグを入力します。 

Shared Key 認証用の共有キーを入力します。 

Description リモート アドレス プールの説明を入力します。 

  

6. 冗長性を確保するために、複数のレプリケーション ノードをリモート アドレス プールに割り当て、

OKをクリックします。 
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図6 レプリケーションノードの選択 

 
 

リモート アドレス プールが正常に追加されました。 

 

図7 追加されたリモートアドレスプール 

 
 

リモートデバイスを追加する 
 

リモート デバイスは、リモート アドレス プールとローカル アドレス プール間のリンクのセットから抽象化されま

す。 

 保護サイトまたはリカバリ サイトのいずれかにリモート デバイスを追加できます。 この例では、保護サ

イトにリモート デバイスを作成します。 

  

1. 上部のナビゲーション バーでStorageをクリックし、左側のナビゲーション ペインからStorage Disaster 

Recoveryを選択します。 

2. Link Managementタブをクリックします。 

3. Remote DevicesセクションでAdd をクリックします。 
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図1 リモートデバイスの追加 

 
 

4. 開いたダイアログ ボックスで、必要に応じてリモート デバイスのパラメーターを設定し、OKをクリックしま

す。 

 

図2 リモートデバイスの設定 

 
 

パラメーター 説明 

Address Pool Name ローカル クラスター内のアドレス プールを選択します。 

Remote Address Pool 
ID 

リモート アドレス プール ID を指定します。この ID は、リモート アドレス プール

の作成時に自動的に割り当てられます。リモート リカバリ サイトの UIS コンソー

ルにログインして、このパラメーターを確認できます。 

Local IP 
ローカル クラスター内のレプリケーション ネットワーク IP アドレスを選択しま

す。ローカル アドレス プール内の任意のレプリケーション ノードの IP アドレス
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パラメーター 説明 

を選択できます。この IP アドレスはリンクの確立にのみ使用されます。すべて

のレプリケーション ノードがデータ同期に参加します。 

Remote IP 

リモート クラスターのレプリケーション ネットワーク IP アドレスを入力します。リ

モート アドレス プール内の任意のレプリケーション ノードの IP アドレスを入力

できます。この IP アドレスはリンクの確立にのみ使用されます。すべてのレプリ

ケーション ノードがデータ同期に参加します。 

Remote Port Number 

リモート アドレス プールのポート番号を指定します。このポート番号は、リモート 

アドレス プールの作成時に自動的に割り当てられます。リモート リカバリ サイト

の UIS コンソールにログインして、このパラメーターを確認できます。 

Remote Shared Key 
Tag 

リモート アドレス プールの共有キー タグを入力します。このパラメーターを確認

するには、リモート リカバリ サイトの UIS コンソールにログインします。 

Remote Shared Key リモート アドレス プールの共有キーを入力します。 

  

リモート デバイスが正常に作成されました。 

 

図3 作成されたリモートデバイス 

 
 

非同期レプリケーションペアを作成する 
 

非同期レプリケーションは、非同期レプリケーション ペアと呼ばれるレプリケーション関係に基づいて、ローカ

ル ブロック デバイスからリモート ブロック デバイスにデータをコピーします。ローカル ブロック デバイスに障

害が発生した場合、リモート ブロック デバイス上のバックアップ データを使用してサービスを迅速に再開でき

ます。 

制限事項とガイドライン 
 

ローカル ブロック デバイスとリモート ブロック デバイスの容量は同じである必要があります。 

手順 
1. 上部のナビゲーション バーでStorageをクリックし、左側のナビゲーション ペインからStorage Disaster 

Recoveryを選択します。 

2. Async Remote Replicationタブをクリックします。 

3. Addをクリックします。 

 

図1 非同期レプリケーションペアの作成 

 
 
 

4. 開いたダイアログ ボックスでリモート デバイスを選択し、Nextをクリックします。 



97  

 
 

5. Primary Block Deviceセクションで、ディスク プールとデータ プールを選択します。次に、プライマリ ブロッ

ク デバイスを選択して、Nextをクリックします。 

 
 

6. Secondary Block Deviceセクションで、ディスク プールとデータ プールを選択します。次に、セカンダリ ブ

ロック デバイスを選択し、Nextをクリックします。  

7. レプリケーション設定を構成します。 
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 ベスト プラクティスとして、自動初期同期モードを選択します。別のオプションを選択した場合

は、回復計画のテストの前にデータを手動で同期する必要があります。 

 

パラメーター 説明 

Initial Sync 

非同期レプリケーション ペアの初期同期ポリシーを指定します。 

• Automatic- レプリケーション ペアが作成された直後に、システムはデ

ータの一貫性を保つためにプライマリ ブロック デバイスとセカンダリ ブロ

ック デバイスを自動的に同期します。 

• Manual- レプリケーション ペアの作成後に必ず同期を実行してくださ

い。手動同期を実行するまで、ペアは分割状態のままになります。 

• Skip- プライマリ ブロック デバイスとセカンダリ ブロック デバイスのデー

タに一貫性があることが確実な場合にのみ、このオプションを選択しま

す。災害復旧の実行時にセカンダリ ブロック デバイスでのデータ損失を

回避するためのベスト プラクティスとして、プライマリ ブロック デバイスと

セカンダリ ブロック デバイスの初期データが一貫しているかどうか判断

できない場合は、このオプションを選択しないでください。 

Speed 

データ複製速度を指定します。 

• Low- 速度は 5 Mbps 以下です。 

• Medium- 速度は 20 Mbps 以下です。 

• High- 速度は 70 Mbps 以下です。 

• Ultra - 速度は制限されず、クラスターのネットワーク状態に依存します。 

Restore Mode 

非同期レプリケーション ペアの復元モードを指定します。 

• Auto- 障害が発生すると、システムは定期的に同期を自動的に実行し、

障害からデータを回復します。 

• Manual- 障害発生後、システムは自動同期を実行しません。

More Actions > Sync on the Async Remote Replicationから手動

でデータを回復できます。 

Sync Policy 

プライマリ ブロック デバイスとセカンダリ ブロック デバイス間のスケジュールされ

た自動同期のタイミング ポリシーを指定します。 

• Interval-Based (Timer Starts on Start of Sync) -この同期の開始時

にタイマーが開始されます。間隔タイマーの期限が切れると、次の同期

が自動的に開始されます。 

• Interval-Based (Timer Starts on Completion of Sync) -この同期

の完了時にタイマーが開始されます。間隔タイマーの期限が切れると、

次の同期が自動的に開始されます。 

• Time-Not Configurable- Async Remote Replicationタブの

More Actions > Syncから手動で同期を実行できます。 

Sync Interval 同期間隔を設定します。このパラメーターは、同期ポリシーに「間隔ベース (同期
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パラメーター 説明 

の開始時にタイマーが開始)」または「間隔ベース (同期の完了時にタイマーが開

始)」を選択した場合に使用できます。 

Sync Time 
同期を実行する時点を指定します。このパラメーターは、Sync PolicyでTime-

Basedを選択した場合に使用できます。 

 

8. Finishをクリックします。 

非同期レプリケーション ペアが作成され、データの同期が進行中です。 

 
 

ローカルサイトとリモートサイトにSRAを追加する 
 

保護サイトとリカバリ サイトのストレージ アレイが SRA をサポートしている場合は、サイトのストレージ アレイ マ

ネージャーを構成する必要があります。サイトとストレージ アレイ マネージャーを追加したら、ストレージ レプリケ

ーション情報を同期します。 

 1 つのサイトの UIS コンソールからサイトの災害復旧設定を構成し、それを他のサイトに同期することが

できます。 

  

ローカルサイトのSRAを追加する 
 

1. 上部のナビゲーション バーで、Servicesをクリックします。 

2. 左側のナビゲーション ペインから、Services > SRM > Sitesを選択します。 

3. ローカル サイトを選択し、Add Storage Array Managerをクリックします。 

4. ストレージ アレイ タイプとしてONEStorを選択し、ONEStor ストレージ クラスターの IP アドレス、

ONEStor ストレージ アレイへのログインに使用するユーザー名とパスワードを入力し、UIS にアクセスす

るためのユーザー名とパスワードを入力して、OKをクリックします。 

ONEStor ストレージ クラスターの IP アドレスを取得するには、クラスターの概要情報を表示します。 
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パラメーター 説明 

Storage Array Type ローカル サイトで使用されるストレージ アレイの製造元を選択します。 

Name ストレージ アレイ マネージャーの名前を入力します。 

IP 
ストレージ アレイの IP アドレスを入力します。この IP アドレスは、ストレージ

環境の管理 IP アドレスです。 

Username 
ストレージ アレイ マネージャーにアクセスするためのユーザー名を入力しま

す。 

Password 
ストレージ アレイ マネージャーにアクセスするためのパスワードを入力しま

す。 

Multipathing 

マルチパスを有効にするかどうかを選択します。HCI 展開でストレージ アレ

イを構成するには、この機能を有効にし、マルチパスの IP アドレスを構成す

る必要があります。 

IP Address for 
Multipathing 

ストレージ環境のストレージ ネットワーク IP アドレスを入力します。これらの 

IP アドレスは、ストレージ プールの作成時に構成された IP アドレスです。複

数の IP アドレスを入力すると、ストレージ側でマルチパスが自動的に実装さ

れます。 

 

5. Connectivity Test をクリックして、ストレージ クラスターに到達できることを確認します。 

6. OKをクリックし、Finishをクリックします。 

 
 
 

リモートサイトのSRAを追加する 
 

1. 上部のナビゲーション バーで、Servicesをクリックします。 

2. 左側のナビゲーション ペインから、Services > SRM > Sitesを選択します。 

3. リモート サイトを選択し、Add Storage Array Managerをクリックします。 

4. ストレージ アレイ タイプとしてONEStorを選択し、ONEStor ストレージ クラスターの IP アドレス、

ONEStor ストレージ アレイへのログインに使用するユーザー名とパスワードを入力し、UIS にアクセスす

るためのユーザー名とパスワードを入力して、 OKをクリックします。 

ONEStor ストレージ クラスターの IP アドレスを取得するには、クラスターの概要情報を表示します。 
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5. Connectivity Test をクリックして、ストレージ クラスターに到達できることを確認します。 

6. OKをクリックし、Finishをクリックします。 

 
 

ストレージレプリケーションペアを同期する 
 

1. [ストレージ レプリケーション情報の同期]をクリックします。 
 このタスクは、サイトとストレージ アレイ マネージャーを追加した後に必要になります。 

 

2.  ストレージ アレイ マネージャーのアイコン をクリックすると、ストレージ レプリケーション ペアが表示され

ます。 

 
 

パラメーター 説明 

Local LUN ローカル LUN の名前。 

Replication Direction ローカル LUN とリモート LUN 間のレプリケーション関係。 

Remote LUN リモート LUN の名前。 

Remote Storage リモート LUN が属するストレージ アレイ マネージャーの名前。 
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保護グループを構成する 
 

保護グループは、保護ポリシーに基づいて、同じストレージ プール (ストレージ アレイ内の LUN) を使用す

る一連の VM を保護します。障害が発生すると、アレイベースのレプリケーションを通じて、ローカル ストレ

ージ アレイ内の LUN に保存されている VM データをリモート ストレージ アレイ内の LUN に複製します。 

リソース マッピング関係は、保護されたサイト内の保護された VM によって使用されるリソースをリカバリ 

サイトのソースに関連付けます。VM がリカバリ サイトでリカバリされると、VM が使用するリソースはリカバ

リ サイトのリソースに自動的に置き換えられます。 

1. 上部のナビゲーション バーで、Servicesをクリックします。 

2. 左側のナビゲーション ペインから、 Services > SRM > Protection Groupsを選択します。 

3.  Add Protection Groupをクリックします。 

4. 保護グループのパラメータを構成し、Nextをクリックします。 

 

 
 

パラメータ 説明 

Name 
保護グループの名前を入力します。名前は UIS マネージャー

内で一意である必要があります。 

Protection Site 保護グループに関連付ける保護されたサイトを選択します。 

Recovery Site 保護グループに関連付ける回復サイトを選択します。 

Original Host Pool 保護されたサイトのホスト プールを選択します。 

Target Host Pool リカバリ サイトのホスト プールを選択します。 

Auto VM Protection 
この機能を有効にすると、特定の条件が満たされたときに VM 

が保護グループに自動的に追加されます。 

 

 

次の条件が満たされると、VM は保護グループに自動的に追加されます。 

·           VM が使用するストレージ リソース、vSwitch、およびポート プロファイルは、

保護グループに属します。 

·          保護グループ内に同じ名前の VM が存在しません。 

• VM は光学ドライブやフロッピー ドライブを使用しません。 

  

5. リソース マッピング関係を追加するには、 または アイコンをドラッグします。左側 のリソー
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スは保護されたサイトの VM によって使用され、右側のリソースはリカバリ サイトの VM によって

使用されます。  

 

• ストレージ マッピングを追加するときは、ストレージ プール タイプとストレージ 

タイプを指定する必要があります。 

• SRA をサポートしていないストレージ アレイの場合は、ストレージ プール タイ

プとしてShared File Systemを選択する必要があります。 

  

6.  Finishをクリックします。 

 
 

7. 保護グループを選択し、Add VM をクリックします。 

8. VM を選択し、OKをクリックします。 

 保護グループを選択すると、保護グループ内の VM がVMs Under Protection

領域に表示されます 。 
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回復計画を作成する 
リカバリ プランには、保護グループ内の VM をリカバリするための一連のポリシーが含まれています。 

1. 上部のナビゲーション バーで、Servicesをクリックします。 

2. 左側のナビゲーション ペインから、Services > SRM > Recovery Plansを選択します。 

3. Add Recovery Plan をクリックします。 

4. 名前と説明を入力し、保護された VM を復元する保護グループとクラスターを選択します。 

保護グループは 1 つの回復計画によってのみ保護できます。 

 

 
 

パラメータ 説明 

Protection Group 
保護された VM を復元する保護グループを選択します。保護グ

ループは 1 つの復旧プランでのみ保護できます。 

Cluster 保護された VM を復元するクラスターを選択します。 

Shared Storages 
保護グループのストレージ リソース マッピングで構成されてい

る、ローカル サイトに関する共有ストレージ情報。 

 

5. OKをクリックします。リカバリ プランは作成後、Initialize状態になります。 
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回復計画を実行する 
システムには、リカバリ プランを実行するための次のオプションが用意されています。 

• 復旧計画のテスト。 

• スケジュールされたリカバリを実行しています。 

• 障害回復を実行しています。 

• リバースリカバリを実行しています。 

 

• リカバリ プランを最初に実行する前に、ストレージ レプリケーション ペアのデ

ータ同期が実行されていることを確認します。 

• ストレージ デバイスが正しく起動し、リカバリ プランが正しく実行されるように

するには、リカバリ プランを実行する前に、非 SRA ストレージのリカバリ サイ

トでリソース保護を無効にします。 

·          リカバリ プランの実行中に、保護された VM がストレージ マッピングで指定さ

れたストレージ デバイスにアクセスできること、およびリカバリ クラスターに保護された 

VM を復元するのに十分なリソースがあることを確認します。 

• リカバリ プランの実行中に、保護されたサイトとリカバリ サイトが接続されてい

ることを確認します。マップされたストレージ デバイスが接続されているホスト

が正しく動作することを確認します。 

 

復旧計画をテストする 
リカバリ プラン テストは、保護されたサイトで障害が発生した場合にリカバリ サイトでサービスをリカバリす

るプロセスをシミュレートして、リカバリ プランの正確性を検証します。テストは保護されたサイトによって提

供されるサービスには影響せず、手動で開始および停止されます。 

リカバリ プラン テストでは、保護された VM がリカバリ サイトの LUN に接続されます。リカバリ プラン テス

トの終了後は、環境を手動でクリアする必要があります。 

復旧計画のテストを開始する 
1. 上部のナビゲーション バーで、Services をクリックします。 

2. 左側のナビゲーション ペインから、Services > SRM > Recovery Plans > recovery plan name

を選択します。 

3. Start Testingをクリックします。 

 
  

4. 開いたダイアログ ボックスで実行モードを選択し、OKをクリックします。 

ストレージ デバイスに同期されたデータがある場合は、Skip storage synchronizationを選択できます。 
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5. 回復タスクの状態を表示するには、 Recovery Tasksタブをクリックします。 

 
  

6. テストの詳細を表示するには、リカバリ タスクの実行時間リンクをクリックします。 

 
  

7. 保護された VM が、リカバリ サイトでマップされたストレージ リソースが接続されたホストに復元さ

れていることを確認します。 

 
  

復旧計画のテストを完了する 



107  

災害復旧データをクリアし、復旧計画の状態を「準備完了」に復元するには、復旧計画テストを手動で完了

する必要があります。 

1. 上部のナビゲーション バーで、Services をクリックします。 

2. 左側のナビゲーション ペインから、Services > SRM > Recovery Plans > recovery plan name

を選択します。 

3. Stop Testingをクリックします。 

4. 回復タスクの状態を表示するには、Recovery Tasksタブをクリックします。 

 
  

5. テストの詳細を表示するには、リカバリ タスクの実行時間リンクをクリックします。 

 
  

6. 保護された VM がリカバリ サイトから削除され、マップされたストレージ リソースが一時停止されて

いることを確認します。 

 
  

7. リカバリ プランが Ready状態であることを確認します。 
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スケジュールされたリカバリを実行する 
スケジュールされたリカバリでは、両方のサイトが正常に動作している場合、保護されたサイトで保護され

た VM をシャットダウンし、メンテナンスのためにそのデータをリカバリ サイトに複製します。リカバリ プラン

を実行するには、リカバリ手順に従って実行するか、VM の復元前にリカバリ プランのすべての手順が準

備できている必要があります。 

1. 上部のナビゲーション バーで、Services をクリックします。 

2. 左側のナビゲーション ペインから、Services > SRM > Recovery Plans > recovery plan name

を選択します。 

3.  Scheduled Recoveryをクリックします。 

4. 開いたダイアログ ボックスで実行モードを選択し、OKをクリックします。 

 
  

5. 回復タスクの状態を表示するには、Recovery Tasksタブをクリックします。 

 
  

6. タスクの詳細を表示するには、回復タスクの実行時間リンクをクリックします。 
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7. 保護された VM がリカバリ サイトで復元されたことを確認します。 

 
  

8. 保護されたサイトで保護された VM がシャットダウンされていることを確認します。 
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リバースリカバリを実行する 
リバース リカバリでは、保護されたサイトが回復したとき、またはスケジュールされたリカバリが実行された

後に、リカバリ サイトの保護された VM を保護されたサイトに復元します。 

 
リバース リカバリを実行する前に、保護されたサイトとリカバリ サイトが正しく動作し、

接続されていること、およびマップされたストレージ リソースが接続されたホストが正し

く動作していることを確認します。 

  

1. 上部のナビゲーション バーで、Services をクリックします。 

2. 左側のナビゲーション ペインから、Services > SRM > Recovery Plans > recovery plan name

を選択します。 

3. Reverse Recoveryをクリックします。 

4. Recovery Tasksタブをクリックし、回復タスクの実行時間リンクをクリックします。 

 
 

 
 

5. 保護された VM がリカバリ サイトから削除され、マップされたストレージ リソースが一時停止されて

いることを確認します。 
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6. 保護されたサイトで保護された VM が復元されたことを確認します。 

 

 
 

障害回復を実行する 
VM の復元前にリカバリ プランのすべての手順が準備されている場合は、リカバリ手順に従ってリカ

バリ プランを実行するか、VM を直接復元することができます。 

1. 上部のナビゲーション バーで、Services をクリックします。 

2. 左側のナビゲーション ペインから、Services > SRM > Recovery Plans > recovery plan name

を選択します。 

3.  Failure Recoveryをクリックします。開いたダイアログ ボックスで実行モードを選択し、OKをクリッ

クします。 

 
4. 回復タスクの状態を表示するには、Recovery Tasksタブをクリックします。 
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5. タスクの詳細を表示するには、回復タスクの実行時間リンクをクリックします。 

 
 

6. 保護された VM がリカバリ サイトで復元されたことを確認します。 

 
 

7. 保護されたサイトで保護された VM がシャットダウンされていることを確認します。 
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ディスクバックアップベースの災害復旧を構成

する 
 

ディスク バックアップ ベースの災害復旧では、CDP を使用して災害復旧用のオペレーティング システム デー

タを複製します。DRM は、保護されたオブジェクトが存在するホストにインストールされた CDP エージェント

からホスト情報を取得し、データ ブロックの変更をキャプチャし、増分データを H3C UIS 復旧サイトのストレー

ジ ノードに送信します。 

スナップショット チェーンとリアルタイム同期メカニズムにより、データを数秒でバックアップおよび同期して、高

性能 RPO データ復旧の要件を満たすことができます。ディスク バックアップ ベースの災害復旧は、異なるイ

ンフラストラクチャを持つ複数のクラウド プラットフォームのサービスを 1 つの復旧サイトでバックアップするこ

とをサポートします。DRM のすべてのアプリケーション シナリオで使用できます。 

 

アプリケーションシナリオ 
 

ディスク バックアップ ベースの災害復旧は、次のシナリオに適用できます。 

• 同種のクラウド- 保護サイトとリカバリ サイトに同じバージョンの UIS マネージャーが展開され、保護され

るオブジェクトは VM です。 

• 異機種クラウド- UIS マネージャーがリカバリ サイトに展開されており、保護されたサイトに次のいずれか

の条件が存在します。 

o 保護された VM は UIS 以外のクラウド プラットフォームで実行されています。 

o 保護されたサイトの UIS マネージャーのバージョンは、リカバリ サイトの UIS マネージャーのバージョン

よりも低くなっています。 

o 保護されるオブジェクトはベアメタル サーバーです。 

• ハイブリッド インフラストラクチャ- UIS マネージャーはリカバリ サイトに展開され、保護されたサイトには 

VM とベア メタル サーバーの両方が収容されます。 

ディスク バックアップ ベースの災害復旧により、RPO と RTO を数分に短縮できます。 

 

構成環境 
 

• ストレージ— 要件はありません。 

• 計画サイト- x86 クラウド プラットフォームまたは物理サーバー。 

• リカバリ サイト- UIS Manager 0716H06、UIS Manager 拡張エディション ライセンス、およびディスク バ

ックアップ ベースの災害復旧ライセンス。 

• 保護されたノード上のオペレーティング システム- Windows Server または Linux。詳細については、「付

録 UIS ハイパーコンバージド管理プラットフォーム ディスク バックアップ ベースのディザスタ リカバリ ク

ライアントとオペレーティング システムの互換性」を参照してください。 

 

メカニズム 
 

DRM は、ディザスタ リカバリ クライアントがインストールされた VM またはベア メタル サーバー (運用ノード) 

を保護します。ディザスタ リカバリ クライアントのリアルタイム ディスク レプリケーション機能は、保護されたオ

ブジェクトのデータを OS ごとにリカバリ サイトにコピーし、DRM が保護されたオブジェクトを VM として復元

できるようにします。 
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図1ディスクバックアップベースの災害復旧手順 

 
 

設定手順 
 

図 1 は、ディスク バックアップ ベースの災害復旧の一般的な構成手順を示しています。構成手順の詳細につ

いては、「災害復旧の準備」、「 DRM タスク」 、および「災害復旧のシナリオ」。 

 

図2ディスクバックアップベースの災害復旧の構成手順 

 
 

災害復旧の準備 
 

ディスク バックアップ ベースの災害復旧を構成する前に、次のタスクを実行します。 

• 管理プラットフォーム上のホストに CDP コンポーネントをインストールします。 

• 保護されたサイトで、保護された VM またはベア メタル サーバーにディザスタ リカバリ クライアントをイン

ストールします。 

 

DRMタスク 
 

サイトを構成する 
 

保護サイトまたはリカバリ サイトのいずれかで、CAS 上にローカル サイトとリモート サイトを構成します。異機

種クラウドでのディスク バックアップ ベースの災害復旧の場合は、ローカル サイトのみを構成できます。 

 

保護グループを構成する 
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ディスク バックアップ保護グループは、保護対象オブジェクトのデータをリアルタイムで自動的に同期すること

により、災害復旧クライアントにインストールされた一連の VM またはベア メタル ノードを保護します。ディス

ク バックアップ保護グループは、保護対象オブジェクトで実行されているサービスに応じて、次のいずれかの

モードで動作できます。 

• 共通モード- VM または実稼働ノードは独立して動作します。 

• デュアルノード モード- 2 つの VM または運用ノードには、両方からアクセスできるデータを保存するため

の共有ストレージが必要です。 

• クラスター モード- VM または実稼働ノードには、それらすべてがアクセスできるデータを保存するための

共有ストレージが必要です。 

ディスク バックアップ保護グループは、次のシナリオをサポートします。 

• 同種のクラウド -保護サイトとリカバリサイトで同じバージョンの UIS システムを実行して、UIS VM を保護

します。このシナリオでは、保護サイトとリカバリ サイトを指定し、保護サイトでディザスタ リカバリ クライア

ントと共にインストールされた VM を保護対象オブジェクトとして選択し、ディザスタ リカバリ ポリシーを選

択して、これらのサイト間のネットワーク マッピングを構成する必要があります。 

• 異機種混在クラウド- UIS は、下位バージョンの UIS システム上の VM または他のプラットフォーム上の 

VM またはベア メタル サーバーを保護し、上位バージョンの UIS システムでそれらを回復します。このシ

ナリオでは、ローカル サイトを回復サイトとして使用し、ディザスタ リカバリ クライアントとともにインストー

ルされた VM またはベア メタル サーバーを保護対象オブジェクトとして指定し、ディザスタ リカバリ ポリ

シーを選択してから、回復サイトで運用ノードのネットワーク リソースを構成します。 

保護グループを作成すると、UIS は VM データを自動的に同期します。同種クラウドのシナリオでは、フェイル

オーバー前に VM データを手動で同期することもできます。 

 

復旧計画を構成する 
 

DRM を使用すると、保護グループごとにリカバリ プランを作成して、災害復旧設定をカスタマイズできます。

リカバリ プランが実行されると、DRM はリカバリ サイトで保護されたオブジェクトを自動的に復元します。 

 

災害復旧シナリオ 
 

復旧計画テスト 
 

DRM を使用すると、サービスを中断することなく、リカバリ プランに基づいて保護されたオブジェクトをリカバ

リ サイト上の分離されたテスト環境にフェイルオーバーすることで、リカバリ プランが正しく動作するかどうか

をテストできます。環境をクリアし、リカバリ プランの状態を準備完了に復元するには、リカバリ プラン テストを

手動で終了する必要があります。 

ディスク バックアップ ベースの災害復旧では、VM は復旧サイトのボリューム スナップショットに接続されます。 

 

図3ディスクバックアップベースの災害復旧のための復旧計画テスト 
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スケジュールされた回復 
 

スケジュールされたリカバリでは、保護されたサイトの定期的なメンテナンスのために、リカバリ サイト上の保

護されたオブジェクトが再開されます。 

同種クラウドのシナリオでは、スケジュールされたリカバリによって保護されたオブジェクトがシャットダウンさ

れ、データのレプリケーションがトリガーされます。DRM は、保護されたすべてのデータをリカバリ サイトにコ

ピーし終えた後にのみ、リカバリ サイトで VM を再開します。 

異機種環境では、DRM は保護されたオブジェクトをシャットダウンしません。保護されたサイトで手動でシャッ

トダウンする必要があります。 

 

図4スケジュールされた回復 

 
 

障害回復 
 

障害回復では、回復計画に基づいて回復サイト上の保護されたオブジェクトを復元し、保護されたサイトに障

害が発生した場合のサービス中断時間を短縮します。 

ディスク バックアップ ベースの災害復旧の場合、フェイルオーバー復旧が実行されると RPO は 0 になりませ

ん。 

 

図5障害回復 
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リバースリカバリー 
 

ディスク レプリケーション ベースの災害復旧では、保護対象サイトが障害から復旧したときに、PE リバース復

旧ツールを使用して、保護対象オブジェクトを復旧サイトから保護対象サイトにフォールバックできます。PE リ

バース復旧ツールは、保護対象サイトで実行されます。 

 

図6リバースリカバリー 

 
 

バックアップデータの消去 
 

ディスク バックアップ ベースの災害復旧の場合、サービスが保護サイトにフォールバックした後、復旧サイト

から PE リバース復旧ツールを使用して、復旧した保護オブジェクトと一時データをクリアする必要があります。

PE リバース復旧ツールは保護サイトで実行されます。 

 

 

ネットワーク図 
 

図1ネットワーク図 

 
 



118  

CDPコンポーネントをインストールする 
 
CDP コンポーネントには、cdapServer と cdapStorage が含まれます。cdapServer コンポーネントは管理ノ

ードにインストールする必要があり、cdapStorage コンポーネントは CVK ホストにインストールする必要があ

ります。 

 

制限事項とガイドライン 
• UIS 管理プラットフォームの個別の展開ノードでは、管理ノードではなく、1 つ以上の CVK ホストに 

cdapStorage コンポーネントをインストールする必要があります。 

• ステートフル フェイルオーバー システムでは、プライマリ ノードに CDP コンポーネントをインストール

するだけで済みます。 

• 管理ノードに cdapServer コンポーネントと cdapStorage コンポーネントの両方をインストールするに

は、cdap.inst/install_en.shコマンドを実行します。 

• 管理プラットフォームが初期化された後、CDP コンポーネントをインストールします。 

 

手順 
1. cdapPackages.tgz パッケージをターゲット ホストにアップロードします。 

この例のパッケージ名は実際のパッケージ名と異なる場合があります。 

2. ホストのバックエンドにログインし、tar -vxzf cdapPackages.tgzコマンドを実行して 

cdapPackages.tgz パッケージを解凍します。 

3. 解凍されたパッケージが保存されているディレクトリにアクセスします。 

4. cdap.inst/cdapServer/server_en.shコマンドを実行してcdapServer をインストールします。 

5. cdap.inst/cdapStore/storage.shコマンドを実行してcdapStorage をインストールします。 

6. cdapServer をアンインストールするには、cdap.inst/removeServer.shコマンドを実行します。 

7. cdapStorage をアンインストールするには、cdap.inst/removeStore.shコマンドを実行します。 

 

保護されたサイトを準備する 
 

災害復旧クライアントをダウンロードする 

制限事項とガイドライン 
移行ライセンスを登録した後、プライマリ IP アドレスが使用できない場合に備えて、バックアップ サーバー

のセカンダリ IP アドレスを設定できます。デフォルトでは、バックアップ サーバーのセカンダリ IP アドレス

は UIS の管理ネットワーク IP アドレスです。 

同種のクラウドの場合、保護された VM がバックアップ サーバーに自動的に接続できるように、バックアッ

プ UIS システムからクライアントをダウンロードします。 

手順 
1. リカバリ サイトの UIS システムにログインします。 

2. 上部のナビゲーション バーでServicesをクリックし、ナビゲーション ペインからDisaster Recovery 

Management > Download Clientを選択します。 

3. 次のいずれかの方法を使用して、保護された VM 用の適切なクライアントをダウンロードします。 

o クライアント名をクリックして、名前の先頭にClone_Clientが付いた ZIP パッケージ

(例: Clone_Client_Redhat5x86_64.zip ) をダウンロードします。次に、パッケージを解凍し、FTP 

ツールを使用してクライアントを保護された VM に転送します。 

o クライアントのアイコン をクリックして URL を生成し、リモート コンソールを介してその URL を VM 

にコピーします。次に、URL からクライアントを VM にダウンロードします。 
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図1 災害復旧クライアントのダウンロード 

 
 
 

VM にディザスタ リカバリ クライアントをインストール

する(Windows クライアント) 
 

制限事項とガイドライン 
ベスト プラクティスとして、ディザスタ リカバリ クライアントをインストールする前に、保護された VM のファ

イアウォールとセキュリティ ポリシーを無効にします。VM が UIS VM の場合は、セキュリティ グループ ポ

リシーによって VM 上の移行ツール ポートが開かれていることを確認します。 

手順 
1. コンソールから VM にログインします。 

 

図2 VMへのログイン 

 
  
2. Clone_Client_Win.exe をダブルクリックし、言語を選択して、OKをクリックします。 

3. ライセンス契約に同意し、インストール パスを選択して、クライアントのインストールを開始します。 

4. CDP ドライバーのインストールを許可します。 
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5. VM を再起動するかどうかを選択します。 

Windows VM を再起動するとサービスが中断されます。サービスへの影響を軽減するために再起動スケ

ジュールを計画してください。 

 

図3 取り付け完了 

 
 

回復サイトを準備する 
 

災害復旧ストレージノードを指定する 
 

ディザスタ リカバリ ストレージ ノードは、サービス保護とデータ転送中にデータを分散および処理し、より多

くのストレージ スペースと機能を提供できます。ディザスタ リカバリ ストレージ ノードとして動作するホスト

のみが、VM の復元先ホストとして使用できます。 

災害復旧ストレージ ノードを指定するには: 

1. 上部のナビゲーション バーでHostsをクリックし、左側のナビゲーション ペインからターゲット ホストを

選択します。 

2. More Actionsをクリックし、Set as Storage Nodeを選択します。 

3. 開いたダイアログボックスで、OKをクリックします。 

 

災害復旧ストレージノード上のストレージメディアとしてスト

レージプールを構成する 
 

ストレージ メディアには、災害復旧バックアップ データが保存されます。ストレージ プールは、ストレージ メ

ディアとして構成された後にのみ、ディスク バックアップ ベースの災害復旧の宛先ストレージ プールとして

使用できます。ストレージ プールをストレージ メディアとして構成すると、ストレージ ノードはオフラインにな

り、その後オンラインになります。 

災害復旧ストレージ ノード上のストレージ メディアとしてストレージ プールを構成するには、次の手順を実

行します。 

1. 上部のナビゲーション バーで Hostsをクリックし、左側のナビゲーション ペインからターゲット ホストを
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選択します。 

2. Storageタブをクリックします。 

3. ストレージ プールの Actions列 にあるアイコン をクリックします。 

4. 開いたダイアログボックスで、OKをクリックします。 

 

vSwitch のネットワーク タイプをバックアップから災害復旧

に変更する 
 

ディザスタ リカバリ ネットワークは、ディザスタ リカバリ用のバックアップ データを送信します。ネットワーク 

タイプがバックアップ ネットワークの場合、vSwitch のネットワーク タイプをバックアップからディザスタ リカ

バリに変更できます。ディザスタ リカバリ ネットワーク vSwitch を指定しない場合、バックアップ データは管

理ネットワーク vSwitch vswitch0 を介して送信されます。 

 

vSwitch のネットワーク タイプをバックアップから災害復旧に変更するには: 

1. 上部のナビゲーション バーでHostsをクリックし、左側のナビゲーション ペインからターゲット ホストを

選択します。 

2. vSwitchesタブをクリックします。 

3. バックアップ ネットワーク vSwitch または vswitch0 のActions]列 のアイコン をクリックします。  

4. 開いたダイアログボックスで、OKをクリックします。 

 

ディスクバックアップベースの災害復旧を構成する 
 

サイトを構成する 
 

1. 保護されたサイトの UIS システムにログインします。 

2. 上部のナビゲーション バーでServicesをクリックし、左側のナビゲーション ペインからRecovery 

Management > Sitesを選択します。 

3. Add Siteをクリックします。 

4. ローカルサイトを構成します。 

ローカル UIS システムの IP アドレスを入力します。 

5. リモートサイトを構成します。 

 ディスク バックアップ ベースの災害復旧のためにストレージ アレイ設定を構成する必要はあり

ません。 

 

保護グループを構成する 
 

1. 上部のナビゲーション バーでServicesをクリックし、ナビゲーション ペインからDisaster Recovery 

Management > Protection Groupsを選択します。 

2.  Add Protection Groupをクリックします。 

3. 災害復旧の種類としてDisk Backupを選択し、基本設定を構成して、Nextをクリックします。 

 ·均質クラウドの場合は、保護サイトとリカバリ サイトを選択する必要があります。 

·異種クラウドの場合、保護されたサイトを選択する必要はありません。 

 

図1 基本的な保護グループ設定の構成 
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4. 既存の災害復旧ポリシーを選択するか、新しいポリシーを作成して、Nextをクリックします。 

災害復旧ポリシーには、同期とスナップショットの設定が含まれます。災害復旧ポリシーの構成の詳細につ

いては、UIS のオンライン ヘルプを参照してください。 

 保護されたサイトとリカバリ サイト間のデータの一貫性を確保するには、サービスに基づいて

適切な同期間隔を設定します。値が 0 の場合、同期は無効です。 

  

5. ターゲット クラスター、ホスト、およびストレージ プールを選択します。 

6.  とアイコンをクリックしてドラッグし、 それぞれ vSwitch とネットワーク プロファイルを構成します。  

災害復旧バックアップ ネットワーク vSwitch または vswitch0 とデフォルトのネットワーク プロファイルを使

用します。 

 異機種クラウドの場合は、災害復旧ネットワーク vSwitch とポート プロファイルを指定してネッ

トワーク マッピングを構成します。 

7. Finishをクリックします。 

8. 保護グループのAdd VMをクリックします。 

9. VM を選択し、OKをクリックします。 

システムには、災害復旧クライアントがインストールされ、ネットワーク設定が正しい VM が表示されます。 

 

回復計画を作成する 
 

1. 上部のナビゲーション バーでServicesをクリックし、ナビゲーション ペインからDisaster Recovery 

Management > Recovery Plansを選択します。 

2. Add Recovery Planをクリックします。 

3. 名前と説明を入力し、追加した保護グループを選択し、保護された VM を選択して、OKをクリックしま

す。 

 保護グループ内の VM のさまざまな要件を満たすために、複数のリカバリ プランを構成できま

す。この例では、すべての VM が同じリカバリ プランを使用します。 

  

4. リカバリ プランは作成後、 Initialize状態になります。 
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復旧計画のテストを実行する 

復旧計画のテストを開始する 
 

1. 上部のナビゲーション バーでServicesをクリックし、ナビゲーション ペインからDisaster Recovery 

Management > Recovery Plans > Recovery Plan Nameを選択します。 

2. Start Testingをクリックします。 

3. 開いたダイアログ ボックスでOKをクリックするか、保護グループ マッピング ページにアクセスして、リ

カバリ サイトの vSwitch とネットワーク プロファイルを編集します。 

4. 回復タスクの状態を表示するには、Recovery Tasksタブをクリックします。 

5. テストの詳細を表示するには、リカバリ タスクの実行時間リンクをクリックします。 

6. 保護されたサイトで保護された VM が正しく実行されていることを確認します。 

7. 保護された VM が、リカバリ サイトにマッピングされたストレージ リソースが接続されたホストに復元さ

れていることを確認します。 

 UIS は、宛先ストレージ プールに接続されているホストから最適なホストを選択して、VM を復

元します。 

 

復旧計画のテストを完了する 
 

1. リカバリ プランの概要ページでStop Testingをクリックします。 

2. 回復タスクの状態を表示するには、Recovery Tasksタブをクリックします。 

3. テストの詳細を表示するには、リカバリ タスクの実行時間リンクをクリックします。 

4. 保護された VM がリカバリ サイトから削除され、マップされたストレージ リソースが削除されていること

を確認します。 

5. リカバリ プランがRecovery Tasks状態であることを確認します。 

 通信の問題を回避するには、マッピングされたポート プロファイルと vSwitch のネットワーク設

定をテスト前の状態に変更する必要があります。 

 
 

スケジュールされたリカバリを実行する 
 

1. 上部のナビゲーション バーでServicesをクリックし、ナビゲーション ペインからDisaster Recovery 

Management > Recovery Plans > Recovery Plan Nameを選択します。 

2. Scheduled Recoveryをクリックします。 

 異機種クラウドの場合、データエラーを回避するために、プロンプトに従って保護された VM ま

たは運用ノードをシャットダウンします。 

3. 回復タスクの状態を表示するには、Recovery Tasksタブをクリックします。 

4. タスクの詳細を表示するには、回復タスクの実行時間リンクをクリックします。 

5. 保護されたサイトで保護された VM がシャットダウンされていることを確認します。 

6. 保護された VM が、リカバリ サイトにマップされたリソースが接続されたホストに復元されていることを

確認します。 

 

バックアップデータを消去 
 

1. 上部のナビゲーション バーでServicesをクリックし、ナビゲーション ペインからDisaster 

Recovery Management > Recovery Plans > Recovery Plan Nameを選択します。 

2. 「Clear Backup Dataをクリックします。 

3. 開いたダイアログ ボックスでプロンプトを読み、OKをクリックします。 

4. 回復タスクの状態を表示するには、Recovery Tasksタブをクリックします。 



124  

5. タスクの詳細を表示するには、回復タスクの実行時間リンクをクリックします。 

6. 保護された VM がリカバリ サイトから削除され、マップされたストレージ リソースが削除され

ていることを確認します。 

 

障害回復を実行する 
 

1. 上部のナビゲーション バーで Servicesをクリックし、ナビゲーション ペインから Disaster 

Recovery Management > Recovery Plans > Recovery Plan Nameを選択します。 

2.  Failure Recoveryをクリックします。 

3. 回復タスクの状態を表示するには、Recovery Tasksタブをクリックします。 

4. 保護されたサイトで保護された VM がシャットダウンされていることを確認します。 

5. 保護された VM が、リカバリ サイトにマップされたリソースが接続されたホストに復元されて

いることを確認します。 
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DPDKを構成する 
 

図1 DPDK構成フローチャート 

 
 

表1 DPDK構成ワークフロー 

手順 備考 

ホストのDPDKを有効

にする 

必須。 

ホストで DPDK を有効にするには、HugePages、IOMMU、CPU 分離、割り込み

アフィニティ設定など、ホストのブート設定を構成する必要があります。 

NICドライバを編集する 

必須。 

ホストで DPDK を有効にした後、ホスト上に DPDK 対応の vSwitch を作成し、

VM が外部ネットワークと通信できるように物理 NIC を vSwitch にバインドする必

要があります。このタスクを実行して、vSwitch にバインドする物理 NIC のドライバ

ーを VFIO に変更します。 

DPDKを有効にした

vSwitchを追加する 

必須。 

DPDK 対応ホストで DPDK が有効になっている vSwitch を作成するには、このタ

スクを実行します。 

VMのDPDK設定を構

成する 

必須。 

このタスクを実行して、VM の HugePages および仮想 NUMA 機能を有効にし、

vNIC が DPDK 対応の vSwitch に接続できるようにします。 

 

ホストのDPDKを有効にする 
ブート設定を構成する 

この機能を使用すると、HugePages、IOMMU、CPU 分離設定など、ホストのブート設定を構成で

きます。 

• HugePages — HugePages を使用すると、ページ サイズが 4K から 2MB または 1GB に

増加し、ページ テーブル エントリへのアクセスに必要なシステム リソースの量が削減され、

Translation Lookaside Buffer (TLB) ヒット率が向上します。 

• IOMMU — 入出力メモリ管理ユニット (IOMMU) は、仮想アドレスを物理アドレスにマッピン

グし、物理デバイスが仮想メモリ システムで動作できるようにして、VM のパフォーマンスを
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向上させます。 

• CPU 分離- CPU 分離により、指定された CPU がホストの CPU スケジューリング ポリシー

から削除されます。システムは、分離された CPU にタスクを割り当てません。分離された 

CPU は、DPDK が有効になっているホストと VM が CPU リソースを時間どおりに取得でき

るように、VM と DPDK 用に予約されます。 

1. 上部のナビゲーション バーで、Hostsをクリックします。 

2. ターゲット ホストを選択し、Advancedタブをクリックします。 

3. HugePages を有効にし、必要に応じてページ サイズとページ数を設定します。 

4. IOMMU を有効にします。 

5. CPU 分離を有効にします。 

 

図1 ホストのブート設定の構成 

 
 

6. 「Saveをクリックします。 

7. 設定を有効にするには、ホストを再起動します。 

a. Enter Maintenance Mode をクリックし、開いたダイアログ ボックスでOKをクリックします。 

b. More Actionsをクリックし、Restart Hostを選択して、開いたダイアログ ボックスでOKをクリックし

ます。 

c. ホストが再起動したら、Exit Maintenance Modeをクリックし、表示されるダイアログ ボックスで

OKをクリックします。 

 

DPDK設定を構成する 
 

1. 上部のナビゲーション バーで、Hostsをクリックします。 

2. ターゲット ホストを選択し、Advancedタブをクリックします。 

3. DPDKタブをクリックします。 

4. DPDK を有効にします。 

5. NUMA ノードの編集アイコンをクリックし 、HugePages メモリ サイズを 2 GB に設定し、バインドさ

れた CPU を選択して、OKをクリックします。  
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図2 ホストのDPDK設定の構成 

 
6. 他の NUMA ノードも同様に構成します。 

7. Saveをクリックします。 

 

（オプション）割り込みアフィニティ設定を構成する 
この機能を使用すると、アフィニティ設定をサポートする割り込みを指定した CPU に割り当てることができ

ます。その後、割り込み要求は指定した CPU によって処理されます。 

1. 上部のナビゲーション バーで、Hostsをクリックします。 

2. ターゲット ホストを選択し、Advancedタブをクリックします。 

3.  Interrupt Affinityタブをクリックします。 

4. 割り込みアフィニティを有効にします。 

5.  NUMA ノードの編集アイコンをクリックし、「ブート設定を構成する」の手順 5 で選択した CPU とは

異なる CPU を選択して、OKをクリックします 。 

図3 割り込みアフィニティ設定の構成 

 
6. Saveをクリックします。 
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NICドライバーを編集する 
1. 上部のナビゲーション バーで、Hostsをクリックします。 

2. ターゲット ホストを選択し、Hardware Configurationタブをクリックします。 

3. 対象の物理 NIC のEditアイコン をクリックし 、ドライバーをVFIOに設定して、OKをクリックしま

す。  

図1 NICドライバの編集 

 
 

DPDKを有効にしたvSwitchを追加する 
1. 上部のナビゲーション バーで、Hostsをクリックします。 

2. ホストを選択し、vSwitchesタブをクリックします。 

3. Addをクリックします。 

4. 名前を指定し、Serviceネットワーク タイプを選択し、必要に応じて VLAN ID を指定し、Advanced

をクリックしてDPDK を有効にし、Nextをクリックします。 

図1 DPDKを有効にしたvSwitchの追加（1） 
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5. ドライバーを変更した物理 NIC を選択し、物理 NIC の IP アドレスとサブネット マスクを指定して、

Finish をクリックします。 

 

図2 DPDKを有効にしたvSwitchの追加（2） 

 
 

VMのDPDK設定を構成する 
1. 上部のナビゲーション バーで、VMsをクリックします。 

2. 左側のナビゲーション ペインから VM を選択し、Editをクリックします。 

3. CPUタブをクリックし、VM の動作モードをパススルーに変更します。 

 

図1 VMの動作モードをパススルーに変更する 
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4. CPU Coresフィールド の右側にあるBind Physical CPUs アイコン をクリックし、1 つまたは複

数の物理 CPU を選択して、OKをクリックします。1 つの VM にバインドされた物理 CPU は、同じ 

NUMA ノードに属している必要があります。 

 

図2 vCPUを物理CPUにバインドする 

 
 

5. HugePagesをオンにするには、Memoryタブをクリックします。このオプションは、VM がシャットダ

ウンしているときのみオンにできます。また、この機能は、メモリ予約、メモリ制限、リソース優先度、

メモリバルーニングと相互に排他的です。 
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図3 HugePagesの有効化 

 
6. Moreをクリックし、Virtual NUMAをクリックして仮想 NUMA を有効にします。 

 

図4 仮想NUMAの有効化 

 
7. Add Hardwareをクリックし、Hardware TypeリストからNetworkを選択して、Nextをクリックしま

す。 
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図5 DPDK NICの追加（1） 

 
8.  Device ModelリストからHigh-Speed NICを選択し、DPDK が有効になっている vSwitch を選択

し、必要に応じてその他の設定を構成して、Finishをクリックします。 

図6 DPDK NICの追加（2） 
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SR-IOV設定を構成する 
 

図1 SR-IOV構成フローチャート 

 
 
 

表1 SR-IOV設定ワークフロー 

手順 備考 

ホストのIOMMUを有効

にする 

必須。 

ホスト上の物理 NIC に SR-IOV を構成する前に、このタスクを実行してホストの 

IOMMU を有効にする必要があります。構成を有効にするには、ホストを再起動す

る必要があります。 

物理NICのSR-IOVを

構成する 

必須。 

物理 NIC の SR-IOV を有効にし、vNIC の数を設定するには、このタスクを実行

します。 

H3C UIS マネージャーは、SR-IOV をサポートする複数のタイプの NIC およびゲ

スト OS と互換性があります。詳細については、「SR-IOV」を参照してください。 

VM の SR-IOV NIC を

構成する 

必須。 

VM の SR-IOV NIC を構成するには、このタスクを実行します。SR-IOV NIC で構

成された VM の一部の機能は使用できなくなります。詳細については、「SR-IOV」

を参照してください。 
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ホストのIOMMUを有効にする 
1. 上部のナビゲーション バーで、Hostsをクリックします。 

2. ターゲット ホストを選択し、Advancedタブをクリックします。 

3. IOMMU を有効にします。 

 

図1 IOMMUの有効化 

 
4. Saveをクリックします。 

5. 設定を有効にするには、ホストを再起動します。 

a.  Enter Maintenance Mode をクリックし、開いたダイアログ ボックスでOKをクリックします。 

b. More Actionsをクリックし、Restart Hostを選択して、開いたダイアログ ボックスでOKをクリックし

ます。 

c. ホストが再起動したら、Exit Maintenance Modeをクリックし、表示されるダイアログ ボックスで

OKをクリックします。 

 

物理NICのSR-IOVを構成する 
1. 上部のナビゲーション バーで、Hostsをクリックします。 

2. ターゲット ホストを選択し、Hardware Configurationタブをクリックします。 

3. 物理 NIC を選択し、SR-IOVタブをクリックします。 

4. SR-IOV を有効にし、vNIC の数を設定して、Saveをクリックします。 

 

図1 SR-IOVの有効化 
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VM の SR-IOV NIC を構成する 
1. 上部のナビゲーション バーで、VMsをクリックします。 

2. VM を選択し、Editをクリックします。 

3. Add Hardwareをクリックします。 

4. Hardware TypeリストからNetworkを選択し、Next をクリックします 

 
 

5. Device ModelリストからSR-IOV Straight-Through NICを選択し、SR-IOV が有効になっている

物理 NIC を選択して、Finishをクリックします。  

 
 

6. VM を起動し、VM のゲスト OS にドライバーをインストールします。ゲスト OS が SR-IOV NIC モ

デルを識別できる場合、SR-IOV NIC は正常に構成されます。 
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分散仮想ファイアウォールを構成する 
 

仮想ファイアウォールは、フィルタリング ルールのセットです。仮想ファイアウォールは、VM を攻撃から保護し、データ 

センター内の VM のセキュリティと信頼性を向上させます。 

 

図1仮想ファイアウォール構成フローチャート 

 
  

表1 仮想ファイアウォールの設定ワークフロー 

手順 備考 

仮想ファイアウォール

を作成する 

必須。 

仮想ファイアウォールを作成し、仮想ファイアウォールのアクセス ルールを定義す

るには、このタスクを実行します。 

VMに仮想ファイアウォ

ールを接続する 

必須。 

仮想ファイアウォールを VM の NIC に接続するには、このタスクを実行します。 

仮想ファイアウォールと ACL は相互に排他的です。VM に仮想ファイアウォール

と ACL の両方が設定されている場合、仮想ファイアウォールが有効になります。 

 

仮想ファイアウォールを作成する 
1. 上部のナビゲーション バーでSystemをクリックし、ナビゲーション ペインからSecurity 

Management > Virtual Firewallsを選択します。 

2. Add をクリックします。開いたダイアログ ボックスで、仮想ファイアウォールの名前を入力し、仮想ファイアウ

ォールの種類を選択します。 
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図1 仮想ファイアウォールの作成 

 
 

パラメータ 説明 

タイプ 

仮想ファイアウォールの種類を選択します。オプションには、ホ

ワイトリストとブラックリストがあります。ホワイトリスト仮想ファイ

アウォールのルールに一致するパケットは許可され、その他の

パケットはドロップされます。ブラックリスト仮想ファイアウォール

のルールに一致するパケットはドロップされ、その他のパケット

は許可されます。 

• ホワイトリスト仮想ファイアウォールを構成する場合、VM か

らリモート サイトへのすべてのトラフィックを許可する 2 つ

のデフォルトの出力ルールが存在します。リモート サイトか

ら VM への特定のトラフィックを許可するには、必要に応じ

て入力ルールを構成します。VM からリモート サイトへのト

ラフィックを制御するには、2 つのデフォルトの出力ルール

を削除し、必要に応じて出力ルールを構成します。 

• ブラックリスト仮想ファイアウォールを構成する場合、デフォ

ルトのルールは存在せず、すべてのパケットが許可されま

す。リモート サイトから VM への特定のトラフィックを拒否

するには、必要に応じて入力ルールを構成します。VM か

らリモート サイトへの特定のトラフィックを拒否するには、必

要に応じて出力ルールを構成します。 

3. ファイアウォールを追加するページで、Add Ruleをクリックします。開いたダイアログ ボックスで、ルールの

種類と方向を選択し、ポート、ピア IP アドレス、サブネット マスクを指定して、OKをクリックします。 
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図2 ルールの追加 

 
 

パラメータ 説明 

方向 

ルールが適用される接続の方向を指定します。Ingressは 、リ

モート サイトによって開始された接続を示します。Egressは 、

VM によって開始された接続を示します。 

開始ポート/終了ポ

ート 

ポート番号の範囲を指定します。方向が入力の場合、ポート番

号の範囲は、リモート サイトがアクセスする VM ポートです。方

向が出力の場合、ポート番号の範囲は、VM がアクセスするリ

モート サイト ポートです。Custom TCP RuleまたはCustom 

UDP Ruleを選択した場合、このパラメーターは必須です。 

タイプ 
ICMP パケット タイプを選択します。Custom ICMP Ruleを選

択した場合、このパラメーターは必須です。 

コード 
ICMP コードを選択します。Custom ICMP Rule を選択した場

合、このパラメーターは必須です。 

IP プロトコル 

仮想ファイアウォールがトラフィック制御を実装するプロトコルを

選択します。Other Ruleを選択した場合、このパラメーターは

必須です。 

IPタイプ 

IP パケット タイプを選択します。オプションには IPv4 と IPv6 が

あります。VM IPv6 アドレス管理が有効になっている場合は、こ

のパラメーターが必要です。 

リモート IP アドレス 

リモート サイトの IPv4 または IPv6 アドレスをセミコロンで区切

って入力します (例: 1.1.1.1;12.3.3.3/16、

20:ef::;21:ef::90/64)。このパラメーターを設定しない場合は、デ

フォルト値 (IPv4 の場合は 0.0.0.0、IPv6 の場合は ::) が使用

され、ルールはすべての IPv4 または IPv6 アドレスに一致しま

す。 

 

VMに仮想ファイアウォールを接続する 
1. 上部のナビゲーション バーでVMsをクリックし、左側のナビゲーション ペインから VM を選択します。 

2. Editをクリックします。 

3. 開いたダイアログボックスで、Networkをクリックします。 
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4. Virtual Firewallフィールドをクリックするか、検索アイコン をクリックし、必要に応じてファイアウォール設

定を編集し、OKをクリックして、Applyをクリックします。 

 

図1 VMに仮想ファイアウォールを接続する 
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よくある質問 

インストール関連 

UIS サーバーは VM に対してどのようなゲスト OS をサポートし

ていますか? 

H3C UIS ソフトウェアとハードウェアの互換性を参照してください。 

 

UIS マネージャーをアップグレードするにはどうすればよいです

か? 

H3C UIS アップグレード ガイドを参照してください。 

UIS ライセンスには期限がありますか? 

ライセンス センターに登録された UIS ライセンスは、期限のない永続的なライセンスです。UIS Manager をイ

ンストールした後、90 日以内にライセンスを登録する必要があります。有効期限までにライセンスを登録しな

いと、仮想化管理機能を使用できなくなります。ただし、既存の VM は引き続き動作できます。 

VM に複数のゲスト OS をインストールするにはどうすればよい

ですか? 

以下の情報では、2 つの Windows ゲスト OS を使用して、VM に複数のゲスト OS をインストールする手順

について説明します。 

1. VM を作成し、そこに Windows OS をインストールします。たとえば、Windows Server 2003 

Enterprise x64 Edition をインストールします。 

2. VMをシャットダウンする. 

3. 2 番目のゲスト OS (Windows 7 など) をインストールするために、VM に新しいディスクを追加しま

す。 

4. 2 番目のゲスト OS の ISO イメージ ファイルを VM の CD-ROM にマウントし、CD-ROM を最初の

起動オプションとして設定します。 

5. VM を起動します。VM は CD-ROM から 2 番目のゲスト OS を自動的にインストールします。 

6. VM ユーザーが VM を起動すると、アクセスするゲスト OS の 1 つを選択します。 

 

構成関連 

VM ディスクのフォーマットを raw または qcow2 に設定する必

要がありますか? 
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ベスト プラクティスとして、オンデマンドの動的ストレージ割り当てやスナップショットなどのメリットを得るには、

qcow2 形式を使用します。 

VM のディスクを拡張するにはどうすればよいですか? 

以下の情報では、Windows Server 2008 R2 Datacenter x64 Edition を使用して、VM のディスク拡張手順

について説明します。 

1. VM にスナップショットがないこと、複数レベルのイメージ ファイルが含まれていないこと、または

zeroedまたは delay zeroedのボリューム プロビジョニング モードが使用されていないことを確認します。 

2. VM の実行中に、ディスク サイズを、たとえば 15 GB から 20 GB に変更します。 

3. サーバー マネージャーを開きます。 

a. ナビゲーションパネルで、 Storage > Disk Managementを選択します。 

b. Disk Management ペインで、拡張するディスクを右クリックし、Extend Volume を選択して、指示

に従ってディスク サイズを変更します。 

4. ディスクが IDE の場合、拡張を有効にするには VM を再起動します。ディスクが Virtio の場合は、

この手順をスキップします。拡張は VM の実行中に有効になります。 

VM ディスクにはどのキャッシュ モードを選択すればよいです

か? 

データの書き込みと読み取りの頻度、および必要な読み取りと書き込みのパフォーマンスに応じて、キャッシュ 

モードを選択します。 

UIS マネージャーは次のキャッシュモードを提供します: 

• None-Noneを選択すると、ホスト キャッシュは無効になります。システムは VM ディスク キャッシュ

にデータを書き込んだり、VM ディスク キャッシュからデータを読み取ります。 

• Directsync—データ損失の影響を受けやすいアプリケーションの場合は、このオプションを選択しま

す。このモードでは、システムは物理ディスクに直接データを書き込み、物理ディスクからデータを読み取りま

す。 

• Writethrough—データを頻繁に再読み取りするアプリケーションの場合は、このオプションを選択し

ます。ライトスルー モードでは、VM ディスクの書き込みキャッシュは無効になります。システムはデータをホ

スト キャッシュに書き込み、次に物理ディスクに書き込みます。ディスク読み取りキャッシュは読み取りデータ

を保存するために有効になります。読み取り要求は読み取りキャッシュから処理されます。 

• Writeback—低レイテンシと高スループットを必要とする書き込み集中型アプリケーションの場合は、

このオプションを選択します。ライトバック モードでは、システムは最初に VM キャッシュにデータを書き込み、

次にホスト キャッシュに書き込み、最後に物理ディスクに書き込みます。ただし、すべてのデータがキャッシュ

に書き込まれるとすぐに I/O が終了することを確認します。 
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図 1 ディスクキャッシュモッドの動作メカニズム 

 

 

DirectSync 以外のすべてのモードでは、物理ディスクに書き込まれる前に、VM ディスク キャッ

シュまたはホスト キャッシュにデータが書き込まれます。システムが物理ディスクにデータを書

き込んでいる間に停電が発生すると、データが失われます。停電によるデータ損失を防ぐため

に、UIS Manager はデフォルトで DirectSync キャッシュ モードを使用します。 

 

 最適な読み取りおよび書き込みパフォーマンスを得るには、VM 

ディスクをどのように構成すればよいですか? 

ディスクの読み取りおよび書き込みパフォーマンスは、ディスクのフォーマットとキャッシュ モードによって異な

ります。UIS では、ディスク フォーマットを IDE または Virtio に設定し、キャッシュ モードを none、directsync、

writeback、または writethrough に設定できます。 

VMのディスクフォーマットとキャッシュモードを設定するためのベストプラクティスは次のとおりです: 

• VM が読み取り集中型アプリケーションを実行する場合は、ディスク フォーマットを Virtio に設定し、

キャッシュ モードを writethrough に設定します。 

• VM が書き込み集中型アプリケーションを実行する場合は、ディスク フォーマットを Virtio に設定し、

キャッシュ モードを writeback に設定します。 

これらのベスト プラクティスは、表 1 のテスト データから得られた、さまざまなディスク フォーマットとキャッシュ 

モードの組み合わせでのディスクの読み取りとパフォーマンスに関する次の調査結果に基づいています。: 

• 同じディスク キャッシュ モードの場合、Virtio ディスクは IDE ディスクよりもパフォーマンスが高くなり

ます。 

• Virtio ディスクは、ライトスルー キャッシュ モードで読み取りパフォーマンスが最も優れ、ライトバック 

キャッシュ モードで書き込みパフォーマンスが最も優れています。 

表 1 ディスクタイプとキャッシュモード設定が読み取りおよび書き込みパフォーマンスに与える影響 
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ストレー

ジ形式 

ディス

クタイ

プ 

ディスクキャ

ッシュモード 
Seq 512K 4K 4K QD32 

QCOW2 IDE Directsync 

Read: 75.20 
MB/s 

Write: 17.02 
MB/s 

Read: 43.21 
MB/s 

Write: 17.33 
MB/s 

Read: 0.820 
MB/s 

Write: 0.731 
MB/s 

Read: 0.952 
MB/s 

Write: 0.817 
MB/s 

QCOW2 IDE None 

Read: 79.28 
MB/s 

Write: 17.13 
MB/s 

Read: 42.23 
MB/s 

Write: 18.16 
MB/s 

Read: 0.757 
MB/s 

Write: 0.714 
MB/s 

Read: 0.932 
MB/s 

Write: 0.799 
MB/s 

QCOW2 IDE Writeback 

Read: 306.0 
MB/s 

Write: 264.5 
MB/s 

Read: 299.9 
MB/s 

Write: 270.3 
MB/s 

Read: 11.08 
MB/s 

Write: 9.635 
MB/s 

Read: 13.40 
MB/s 

Write: 10.81 
MB/s 

QCOW2 IDE Writethrough 

Read: 344.2 
MB/s 

Write: 262.7 
MB/s 

Read: 310.4 
MB/s 

Write: 280.8 
MB/s 

Read: 11.09 
MB/s 

Write: 8.063 
MB/s 

Read: 12.60 
MB/s 

Write: 14.13 
MB/s 

QCOW2 Virtio Directsync 

Read: 86.79 
MB/s 

Write: 64.55 
MB/s 

Read: 45.00 
MB/s 

Write: 47.97 
MB/s 

Read: 0.817 
MB/s 

Write: 0.689 
MB/s 

Read: 3.018 
MB/s 

Write: 0.811 
MB/s 

QCOW2 Virtio None 

Read: 86.49 
MB/s 

Write: 63.60 
MB/s 

Read: 46.94 
MB/s 

Write: 48.43 
MB/s 

Read: 0.809 
MB/s 

Write: 0.763 
MB/s 

Read: 3.022 
MB/s 

Write: 0.854 
MB/s 

QCOW2 Virtio Writeback 

Read: 1634 
MB/s 

Write: 846.4 
MB/s 

Read: 1103 
MB/s 

Write: 633.1 
MB/s 

Read: 21.69 
MB/s 

Write: 19.85 
MB/s 

Read: 41.80 
MB/s 

Write: 32.80 
MB/s 

QCOW2 Virtio Writethrough 

Read: 1877 
MB/s 

Write: 65.93 
MB/s 

Read: 1129 
MB/s 

Write: 44.05 
MB/s 

Read: 22.64 
MB/s 

Write: 0.704 
MB/s 

Read: 172.7 
MB/s 

Write: 1.583 
MB/s 
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       Seq: シーケンシャル読み取り/書き込みテスト (データブロック サイズ = 1024 KB) 

• 512K: ランダム読み取り/書き込みテスト（データブロックサイズ = 512 KB） 

• 4K: ランダム読み取り/書き込みテスト（データブロックサイズ = 4 KB） 

• 4KQD32: ランダム読み取り/書き込みテスト (データ ブロック サイズ = 4 KB、キューの

深さ = 32) 

  

VMware VM を UIS と互換性のある形式に変換するにはどうす

ればよいですか? 

1. VMware VM ファイルを UIS Manager で管理されているホストにアップロードします。この例では、

VM ファイル名は 1.ova です。 たとえば、VM ファイルをホスト 10.10.10.151 上のディレクト

リ /vms/defaultShareFileSystem0 にアップロードします。 

2. VM ファイルが OVA パッケージ ファイルの場合、VM を変換する前にパッケージ ファイルを解凍す

る必要があります。ベスト プラクティスとしては、一時ディレクトリを作成し、そのディレクトリで OVA ファイル

を解凍します。 

たとえば、/vms/defaultShareFileSystem ディレクトリにサブディレクトリ tmp を作成し、VM パッケー

ジ ファイル (1.ova) をサブディレクトリに移動し、 tar コマンドを実行してファイルを解凍します。 

root@cvknode1:/vms/defaultShareFileSystem0# mkdir tmp 

root@cvknode1:/vms/defaultShareFileSystem0# ls 

root@cvknode1:/vms/defaultShareFileSystem0# mv 1.ova tmp 

root@cvknode1:/vms/defaultShareFileSystem0# cd tmp 

root@cvknode1:/vms/defaultShareFileSystem0/tmp# tar –xf 1.ova 
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図 1 OVA パッケージ ファイルから抽出された VM ファイル 

 

3. ディレクトリ内の .vmdk ファイルを見つけて、qemu-img convert コマンドを実行し、.vmdk ファイル

を qcow2 形式に変換します。 

qemu-img convert -O qcow2 filename out_filename 

filename 引数はソース VM イメージのファイル名を表し、out_filename 引数は変換された VM イメージの

ファイル名を表します。 

図 2 VMイメージ形式の変換 

 

4. VM 作成のために、qcow2 イメージをストレージ プールに移動します。 

この例では、変換されたイメージ (ykt-1) をストレージ プール /vms/defaultShareFileSystem0 に移

動します。 

root@cvknode1:/vms/defaultShareFileSystem0/tmp# mv ykt-1 

/vms/defaultShareFileSystem0 

root@cvknode1:/vms/defaultShareFileSystem0/tmp# cd .. 

root@cvknode1:/vms/defaultShareFileSystem0#ls 

5. UIS マネージャーで VM を作成します。変換されたイメージ ファイルを選択し、ディスク バス タイプ

を IDE に設定します。 

In this example, select image ykt-1 from the defaultShareFileSystem0 storage pool. 
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6. Start the VM and verify that the VM can operate correctly. 

7. 一時ディレクトリを削除します。この例では、/vms/defaultShareFileSystem0/tmp を削除します。 

vDisk を複数の VM にマウントできますか? 

はい、できます。 

ただし、ディスクを共有すると、データの不整合のリスクが高まります。ベスト プラクティスとして、vDisk を共有

するように VM を構成する場合は、データの整合性を保証するメカニズムが VM にあることを確認してください。 

パフォーマンス監視ページで VM のメモリ使用量が 100% のま

まになるのはなぜですか? 

この問題は、VM が CAStool とともにインストールされていないために発生する可能性があります。CAStool 

がない場合、ページに表示されるメモリ使用量は VM に割り当てられたメモリに基づいて計算されます。この

計算では、常にメモリ使用量は 100% になります。 

この問題を解決するには、VM に CAStools をインストールし、そのバージョンが UIS Manager と互換性があ

ることを確認します。 

VM の MAC アドレスを変更するにはどうすればよいですか? 

VM または VM クローンを作成すると、UIS Manager は MAC アドレス プールから 1 つまたは複数の MAC 

アドレスをその VM に自動的に割り当てます。これらの MAC アドレスの最初の 3 バイトは 0C:DA:41 に固定

されており、これは H3C の組織固有識別子 (OUI) です。これらの MAC アドレスの残りの 3 バイトは、VM に

ランダムに割り当てられる一意の数値文字列です。MAC アドレス プールは、VM に 64K の一意の MAC アド

レスを提供します。 

VM の MAC アドレスは、ホスト間で移動しても変更されません。 

VMのMACアドレスを変更するには: 

1. VM をシャットダウンします。 

2. Edit をクリックすると、VM 設定を編集するためのページが開きます。 

3. Network タブで、MACアドレスを手動で変更するか、自動的に割り当てられた新しい MAC アドレ

スを取得するために をクリックします。 

4. MAC アドレスを手動で指定する場合は、LAN 上で一意であることを確認してください。 

実行している UIS マネージャーのバージョンはどれですか? 

実行中のUISマネージャソフトウェアのバージョンに関する情報を確認するには、次のいずれかの方法を使用

します。: 

1. UIS Manager の Web インターフェイスにログインし、ページの右上にある  をクリックして、バ

ージョン情報を選択します。 

UIS マネージャーのソフトウェア バージョンを表示するダイアログ ボックスが開きます。 

2. SSHクライアントを使用して UISマネージャーの CLIにログインし、次のコマンドを実行します。: 

[root@cvknode1 ~]# cat /etc/cas_cvk-version 
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V600R001B03D022 V6.5 E0709 Enterprise 49497 

Build 2019-10-11 16:24:13, RELEASE SOFTWARE 

実行している CVK カーネルのバージョンはどれですか? 

SSHクライアントを使用してUIS CVKサーバーのCLIにログインし、次のコマンドを実行します。: 

[root@cvknode1 ~]# uname -a 

Linux cvknode1 4.14.0-generic #862.el7 SMP Sat May 25 17:05:06 CST 2019 x86_64 x86_64 

x86_64 GNU/Linux 

実行している QEMU のバージョンはどれですか? 

SSHクライアントを使用してUIS CVKサーバーのCLIにログインし、次のコマンドを実行します。: 

[root@cvknode1 ~]# kvm -version 

QEMU emulator version 2.12.0 (qemu-2.12-1.el7) 

Copyright (c) 2003-2017 Fabrice Bellard and the QEMU Project developers 

UIS マネージャーの障害は、管理対象の VM の操作に影響し

ますか? 

いいえ。 

UIS マネージャーに障害が発生した後も、CVK ホスト上の VM は正常に動作し続けることができます。 

さらに、ホスト クラスターの HA 機能も正常に動作します。クラスター内の 1 つの CVK ホストに障害が発生し

た場合、その VM は自動的に他の CVK ホストに移行できます。 

UIS Manager のパスワードを回復するにはどうすればよいです

か? 

UIS Manager のパスワードを忘れた場合は、ログイン ページで Forgot Passwordをクリックし、ログイン ユ

ーザー名とメール アドレスを入力してパスワードを回復してください。 
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CVK ホストのルート パスワードを変更するにはどうすればよい

ですか? 

 CVK ホストのルート パスワードを変更するには、UIS マネージャーの Web インターフェイスにアクセ

スします。コマンド シェルから CVK ホストのルート パスワードを変更することはできません。 

1. 上部のナビゲーション バーで、Hosts をクリックします。 

2. ナビゲーション ペインで、対象の CVK ホストを右クリックし、Edit Host を選択します。 
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3. 開いたダイアログ ボックスで新しいルート パスワードを入力し、OKをクリックします。 

 

ホストに障害が発生した後、UIS 管理ノードを回復するにはどう

すればよいですか? 

障害が発生した UIS 管理ノードを回復するには、データ バックアップ機能を使用します。 

UIS 管理ノードのリカバリにこの機能を使用するには、管理ノードを手動でバックアップするか、データを自動

的にバックアップするバックアップ スケジュールを構成する必要があります。 

UISマネージャノードをホスト障害から回復するには: 

1. バックアップ サーバーに UIS マネージャーをインストールします。 

a. システム管理者として UIS マネージャーにアクセスします。 

b. 上部のナビゲーション バーで、System を選択します。 

c. ナビゲーション ペインから、Data Backup を選択します。 

d. Data Backup タブで、バックアップ ファイルにアクセスするためのバックアップ設定を構成し、

Connectivity をクリックします。 
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2. テストが成功した場合は、Save をクリックします。テストが失敗した場合は、バックアップ設定に誤り

がないか確認してください。 

UIS マネージャーは、バックアップ ディレクトリからバックアップ ファイルを自動的に取得します。 

3. Backup History タブをクリックします。 

4. 復元する必要があるバックアップファイルを選択し、Restore UIS Dataアイコン をクリックしま

す。 

 

5. 開いたダイアログボックスで、OK をクリックします。 

6. ブラウザのキャッシュをクリアしてから、UIS マネージャーに再度ログインします。 

7. ライセンス転送プロセスを使用して、新しいアクティベーション ファイルを取得し、ソフトウェアを再登

録します。ライセンス転送の詳細については、H3C UIS Manager ライセンス登録ガイドを参照してください。 

 

• UIS Manager のデータ バックアップ機能では、バックエンドの ONEStor ストレージ 

クラスター構成を復元することはできません。バックエンドのストレージ クラスター構成を復

元するには、バックエンド ストレージ システムの Web インターフェイスにアクセスします。 

• リカバリにホストの交換が含まれない場合は、元のアクティベーション ファイルを使

用して UIS Manager と ONEStor を再登録します。新しいアクティベーション ファイルを取

得する必要はありません。 

• UIS 管理ノードは、プライマリ システム ディスクとバックアップ システム ディスクの

両方に障害が発生すると障害が発生します。管理ノードの回復を煩わしく行わないようにす

るには、障害が発生したシステム ディスクをできるだけ早く交換してください。 

 

CVK サービス ホストのハードウェア障害にはどのように対処す
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ればよいですか? 

CVKホストのハードウェアに障害が発生した場合は、次のタスクを実行します。: 

1. ノード上の VM を使用可能なノードに移動します。 

2. 障害が発生したノードをメンテナンス モードにします。 

3. ストレージ クラスターが 100% 正常であることを確認してから、ノードの電源をオフにします。 

データの損失や未知のリスクを回避するために、障害が発生したノードを UIS マネージャーから削除し

ないでください。 

4. ノードが復元されたらメンテナンス モードを終了し、VM をノードに戻します。 

図 1 サービスノードのハードウェア障害を処理するプロセス 

 

クラスターをスケーリングするにはどうすればよいですか? 

スケーリング手順の詳細については、H3C UIS ハイパーコンバージド インフラストラクチャのクラスター拡張ガ

イドを参照してください。 

 
クラスターの拡張によりデータの再バランス調整が行われ、その間オンライン サービスのパフォーマ

ンスが低下します。サービスへの影響を最小限に抑えるために、拡張はオフピークの時間帯にスケジ

ュールし、テクニカル サポートに問い合わせることをお勧めします。 
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UIS スーパーユーザー アカウント (管理者アカウント) のパスワ

ードを変更するにはどうすればよいですか? 

UIS-E0715 より前のバージョンでは、admin アカウントのデフォルトのパスワードは admin です。 

UIS-E0715 以降では、admin アカウントのデフォルトのパスワードは Cloud@1234 です。 

このパスワードを変更するには: 

1. admin アカウントで UIS マネージャーにログインします。 

2. パスワードを変更するには、右隅にある管理者アイコンをクリックします。 

 

サービス計画関連 

アプリケーションを仮想化環境に移行するかどうかを決定する際

に考慮すべき要素は何ですか? 

仮想化環境はすべてのアプリケーションに適しているわけではありません。ベストプラクティスとして、次のアプ

リケーションを仮想化環境に移行しないでください。: 

• 高負荷アプリケーション—これらのアプリケーションは通常、I/O とメモリを大量に消費し、負荷分散

をサポートしていません。高負荷アプリケーションの例としては、Exchange、データベース、ERP システムな

どがあります。 

• 高性能アプリケーション—これらのアプリケーションには通常、特別なハードウェア アクセス要件が

あります。高性能アプリケーションの例としては、高性能コンピューティング アプリケーション、グラフィックス 

アプリケーション、特殊なシリアルまたはパラレル暗号化アプリケーションなどがあります。 

• 特別なドライバーを必要とするアプリケーション—典型的な例としては、3D ハードウェア アクセラレ

ーション用のカスタム ビデオ ドライバーを必要とするアプリケーションがあります。 

物理サーバーに仮想デスクトップをいくつ展開できますか? 

サーバーのハードウェア構成、仮想デスクトップの構成、デスクトップ アプリケーションによって異なります。 

• サーバーに展開できる仮想デスクトップの数は、次の状況で増加します。: 

o サーバーは高い CPU パフォーマンスとメモリ サイズを備えています。 

o 各仮想デスクトップに割り当てられた CPU およびメモリ リソースが不足しています。 

o デスクトップ アプリケーションはリソースを大量に消費しません。たとえば、Office アプリケーションは 

AutoCAD よりも複雑ではなく、ハードウェア リソースの使用量も AutoCAD よりも少なくなります。 

• VM の展開を計画するときは、サーバーの安定性を確保するために、一定量のリソースを予約してく

ださい。実稼働環境では通常、デスクトップが利用可能で確実に動作するように、HA 機能と動的リソース ス

ケジューリング (DRS) 機能を展開します。サーバーの CPU またはメモリ リソースが使い果たされると、DRS 

はそのサーバー上の一部の VM を他のサーバーに移動します。 

ベストプラクティスとして、物理サーバーに展開されたデスクトップ VM がサーバーリソースの 3 分の 2 のみを

使用するようにします。 
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たとえば、サーバーに 2 つの CPU、6 つの CPU コア、128 GB のメモリがあるとします。各デスクトップに 1 

つの vCPU と 2 GB のメモリを割り当てると、理論的にはサーバー上で 50 ～ 60 のデスクトップを実行できま

す。サーバーの安定性を確保するには、サーバーに最大 40 のデスクトップを展開します。 

共有ストレージ デバイスにデプロイできる VM の数はいくつで

すか? 

ストレージシステム上のVMの最大数を見積もるには、次の式を使用します。: 

最大 VM 数 = 最大システム IOPS / VM の必要 IOPS 

以下は、最大システムIOPSとVMのIOPS要件を決定する要因です: 

• デバイスの IOPS パフォーマンス。 

ストレージ デバイスの IOPS パフォーマンスは、ドライブの種類、キャッシュ サイズ、キューの深さ、アク

セス方法 (ランダムまたはシーケンシャル) などの要素によって異なります。 

• VM 上のアプリケーション システムの IOPS 要件。 

o VM 上のアプリケーション システムの IOPS 要件。 

o 通常、Oracle データベースなどの I/O 集約型または重要なアプリケーションを実行する場合、VM 

には別のストレージ スペースが必要です。 

o ポータル Web サイトやファイル サーバーなどの一般的なエンタープライズ ビジネス システムは、通

常、負荷が軽く、高い IOPS パフォーマンスを必要としません。一般的なエンタープライズ ビジネス システム

を実行する 100 ～ 150 台の VM を、ローエンドから中程度のストレージ システムに展開できます。 

たとえば、ストレージ デバイスに 10 krpm ドライブが 6 台あるとします。理論上の最大 IOPS は 900 (150 x 

6) です。アプリケーションで 30 の IOPS が必要な場合、このアプリケーションを実行するためにストレージ シ

ステムに展開できる VM の最大数は 30 (900/30) です。 

 

例外関連 

相互に ping できる 2 つの Linux VM 間でパケットを送信すると、

ホストへのルートが存在しないというメッセージが表示されるの

はなぜですか? 

これは、Linux ゲスト OS ではファイアウォールがデフォルトで有効になっているためです。 

この問題を解決するには、Linux ゲスト OS の CLI で setup コマンドを実行してファイアウォールを無効にし

ます。 

このコマンドを実行するには、root ユーザーとして Linux CLI にアクセスする必要があります。 

Windows Server 2008 R2 Datacenter x64 Edition のインスト

ール時に受信した 0xc000035a エラーをどのように処理すれば

よいですか? 

図 1 に示すように、33 ビット CPU アーキテクチャーを使用する VM に 64 ビット Windows ゲスト OS をイン
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ストールすると、0xc000035a エラー コードが表示される場合があります。 

図 1 64 ビット Windows OS のインストール失敗メッセージ 

 

  

この問題を解決するには: 

1. VM をシャットダウンします。 

2. VM を編集して、CPU アーキテクチャーを x86_64 に変更します。 

3. VM を再起動します。 

バックアップ ディスクに十分な容量があるにもかかわらず、CB 

バックアップを実行するときにディスク不足エラーが発生した場

合、どうすれば対処できますか? 

この問題を解決するには、CB バックアップの一時ディレクトリが FTP 共有のベース FTP ディレクトリに設定さ

れていることを確認します。ベース ディレクトリの下のサブディレクトリを選択すると、この問題が発生します。 

たとえば、FTP サイトではファイル共有にベース ディレクトリ E:\ftp1 を使用します。このベース ディレクトリに

は Localuser というサブディレクトリが含まれています。 

この FTP サイトを CB バックアップに使用する場合は、一時ディレクトリを E:\ftp1 に設定する必要があります。 

一時ディレクトリを E:\ftp1\LocalUser に設定すると、ディスク容量不足のエラー メッセージが表示されます。 

UIS クラスター内のノードへの管理 IP アドレスの割り当てには

制限がありますか? 
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はい。UIS クラスター内のすべてのノードの中で、管理ノードに最も低い管理 IP アドレスを割り当てる必要が

あります。 

VM が暗号化ドングルを認識できない場合はどうすればよいで

すか? 

暗号化ドングルを VM に追加するには、ドングルがネットワーク経由の USB をサポートしていることを確認し

てください。 

ウイルス対策が有効になっている VM の移行後に、CAStools 

コマンドの実行や AISware フロントエンド ドライバーのアンイン

ストールが予期せず失敗するのを回避するには、どうすればよ

いですか? 

この問題を回避するには、VM を移動する前にウイルス対策機能を無効にします。VM の移行後、まずウイル

ス対策機能を有効にしてから VM を起動します。 

ウイルス対策が有効になっている VM の実行中に CPU を追加

した後に頻繁に応答しなくなったり、起動時にブルー スクリーン 

(BSoD) が表示される問題が発生する場合、どうすれば対処で

きますか? 

この問題を回避するには、vCPU を増減する前に VM をシャットダウンします。 

ウイルス対策が有効になっている VM で深刻な無応答の問題

が発生したら、どうすれば解決できますか? 

ウイルス対策が有効になっている VM で、次のいずれかの操作を実行すると、深刻な無応答状態が発生する

可能性があります。: 

• メモリに含まれるスナップショットから復元します。 

• 休止状態のときに起動します。 

• サスペンド状態のときに移動させます。 

この問題を解決するには、VM を再起動します。 

VM をシャットダウンせずに VM のウイルス対策機能を無効に

できますか? 

いいえ、できません。VM のウイルス対策機能を無効にするには、まずその VM をシャットダウンする必要が

あります。 

ウイルス対策が有効な VM OVF テンプレートから作成された 

VM でウイルス対策機能が無効になっているのはなぜですか? 
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これは制限です。この問題を解決するには、VM を作成した後、手動でウイルス対策機能を有効にします。 

VM を復元ポイントまたはバックアップに復元した後、VM のウイ

ルス対策制御設定を再構成する必要がありますか? 

はい、VM バックアップまたは復元ポイントの作成後にウイルス対策制御の状態を変更した場合は、ウイルス

対策制御設定を再構成する必要があります。 
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UIS パフォーマンス最適化のベストプラクティス 
このベスト プラクティスでは、最適なサーバー ハードウェアと VM 構成が提供され、最高のユーザー エクスペ

リエンスが保証されます。 

ハードウェア 
ストレージコントローラ 

• ストレージ コントローラを省電力モードで動作するように構成すると、UIS のパフォーマンスが

大幅に低下します。ベスト プラクティスとして、ストレージ コントローラの動作モードを最適なパフォーマ

ンスに設定します。 

• キャッシュが正しく機能するストレージ コントローラを使用してください。キャッシュレス HBA や 

RAID キャッシュ バッテリーがインストールされていないストレージ コントローラは使用しないでください。 

• ストレージコントローラのバッテリーが正しく動作し、RAIDキャッシュが有効になっていることを

確認します。 

ストレージの展開 

図1 UIS でサポートされているストレージ展開モードを、パフォーマンスの昇順で示します。 

図 1 ストレージ展開モード 

 

• すべての HDD—バックエンドストレージメディアとして HDDのみを使用する. 

• データディスク+キャッシュディスク—HDD をデータ ディスクとして展開し、SSD を読み取りまた

は書き込みキャッシュとして展開するか、SSD をデータ ディスクとして展開し、NVMe SSD を読み取り

または書き込みキャッシュとして展開します。SSD と NVMe SSD は、キャッシュ ディスクとして使用さ

れる場合、永続的なデータを保存しません。 

• SSD 上のメタデータ—書き込み高速化のために SSD にメタデータを保存します。このモードで

は、UIS は LSI RAID コントローラーのみをサポートします。 

• HDD+SSD—異なるストレージ パフォーマンスを必要とするアプリケーションにストレージ サー

ビスを提供するために、高パフォーマンス ストレージ プールと低パフォーマンス ストレージ プールにそ

れぞれ SSD と HDD をデータ ディスクとして導入します。 

file:///I:/æ¥å��ã��ã�©ã�«ã��ã�¼/å��å�¥æ¥å��/H3C/ç¿»è¨³/UIS_WebHelp_JP/html/topic_m220726x1_3061.htm%23_Ref42867213
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• すべての SSD—バックエンド ストレージ メディアとして SSD のみを使用します。 

ノードとディスク 

一般的に、パフォーマンスはノードとディスクの数、およびディスクのパフォーマンスに応じて向上します。必要

に応じて、ノードの数と各ノード上のディスクを計画できます。 

I/O優先度を設定する 
1. 上部のナビゲーションバーで、VMsをクリックします。 

2. VMを選択します。 

3. Summary タブで Editをクリックします。 

4. Summary タブを選択し、advanced settingsを展開し、I/O Priority を High に設定します。 

図 1 I/O優先度の設定 

 

CPU動作モードを設定する 
1. 上部のナビゲーションバーで、VMsをクリックします。 

2. VMを選択します。 

3. Summaryで Editをクリックします。 

4. CPU タブを選択し、Operating Modeを Straight-Throughに設定します。 

o Compatible—異なる物理 CPU モデル上に汎用 vCPU を作成します。このモードは優れた互

換性を備えています。 
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o Straight-Through—ゲスト OS がホストの物理 CPU に直接アクセスできるようにします。この

モードでは、最適なパフォーマンスが得られます。 

図 1 CPU動作モードの設定 

 

HugePagesを有効にする 
 

 HugePages 構成を編集する前に、VM をシャットダウンします。 

1. 上部のナビゲーションバーで、Hostsをクリックします。 

2. ホストを選択し、そして Advanced タブをクリックします。 

3. HugePagesを有効にして、Saveをクリックし, その後、ホストを再起動します。 
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図 1 HugePages を有効にする 

 

4. 上部のナビゲーションバーで、 VMsをクリックします。 

5. HugePages が有効になっているホスト上の VM 常駐を選択します。 

6. Summary タブで、Editをクリックします。 

7. Memory タブを選択し、詳細設定を展開し、HugePages を有効にします。 

図 2 HugePages ステータスの編集 

 

VMディスクのプロビジョニングモードを設定する 
共有ストレージを使用する VM にゼロ化されたストレージ ボリュームをディスクとしてマウントし、VM のパフォ
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ーマンスを向上させます。 

ストレージボリュームのプロビジョニングモードを設定するには: 

1. 上部のナビゲーションバーで、cHostsをクリックします。 

2. ホストを選択し、Storage タブをクリックします。 

3. ストレージ プールを選択します。 

4. ストレージ ボリュームを作成し、プロビジョニング モードをゼロに設定します。 

図 1 プロビジョニングモードの設定 

 

5. ストレージ ボリュームを VM にマウントします。 

ブロックデバイスをVMにマウントする 
共有ストレージが存在する場合、UIS は VM の作成時に各 VM の共有ストレージ上にストレージ ボリューム

を予約します。高パフォーマンスを実現するために、このようなストレージ ボリュームをブロック デバイスとして 

VM にマウントできます。 

ブロックデバイスをVMにマウントするには: 

1. 上部のナビゲーションバーで、Storageをクリックし,ナビゲーションパネルから Block 

Storage > Block Device Management を選択します。 

2. Addをクリックし、ブロックデバイスを作成します。 

図 1 ブロックデバイスの作成 
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3. ブロックデバイスを VMにマウントする: 

a. VM を編集します。 

b. ブロック デバイスを新しいハードウェアとして追加します。 

図 2 ストレージプールの種類の選択 

 

c. ブロックデバイスパスを選択します。 
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d. パス、IP アドレス、ターゲットなどのストレージ プール設定を構成します。 

図 3 ストレージプール設定の構成 

 

e. ブロックデバイスを選択します。 

図 4 ストレージの選択 
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VMディスクをフォーマットする 
Windows を実行している VM でディスクをフォーマットする 

VMのゲストOSでディスクをフォーマットするために、Perform a quick formatを選択します。 

図 1 クイックフォーマットを実行する 

 

Linux を実行している VM でディスクをフォーマット

する 

ディスクをフォーマットするための一部のコマンドには root 権限が必要なので、Linux にログインするには root 

ユーザー アカウントを使用します。 

たとえば、CentOS 7を実行しているVMに新しく追加されたディスクをフォーマットするには: 

1. 認識されているすべてのディスクとそのパーティションを表示するために fdisk -l コマンドを実行しま

す。 新しく追加されたディスクが CentOS 7 によって認識されていることを確認します。 

2. 新しく追加されたディスクの名前を特定します。たとえば、/dev/sdb。 

3. ディスク上にパーティションを作成するために fdisk /dev/sdb コマンドを実行します。 ヘルプ情報を

取得するには、m コマンドを入力します。 パーティションを作成するには、n コマンドを入力します。指示に従

ってパラメーターを設定します。 

ディスク全体をパーティションとして使用する場合は、パーティションの最後のセクターを入力しないでく

ださい。 
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4. パーティションをフォーマットするためにmkfs.ext4 /dev/sdb1 コマンドを実行します。 この例では、

ext4 ファイル システムが使用されています。 別のファイルシステムを使用するには、ext4を対応するコマン

ドで置き換えます。 

推奨されるサーバー構成 
データベースをインストールする前に、UIS 用に少なくとも 3 台のサーバーを準備します。 

表 1 推奨されるサーバー構成 

同時

セッ

ショ

ン 

IOPS 
(4K) 

TPMC 
データ

サイズ 

VM 
vCPU 

VM メモ

リ 
ディスク 

CPUモデ

ル 
サーバーモデル 

0 か

ら 

200 

8000 

か ら 

15000 

0 か ら 

500000 

100 

GB か

ら  300 

GB 

16 64 GB 
SSD + 
HDD 

Intel Xeon 

6136 また

は、同じ性

能 を 持 つ

他の モ デ

ル。 

UIS3000/UIS9000 

シリーズ 

200 

か ら 

500 

15000 

か ら 

25000 

500000 

か ら 

750000 

300 

GB か

ら  600 

GB 

16 96 GB 

すべての
SSD 

ノードあた

り少なくと

も 7 個。 

Intel Xeon 
6132, Intel 
Xeon 

6136, また

は、同じ性

能 を 持 つ

他の モ デ

ル。 

UIS3000/UIS9000 

シリーズ 

500 

か ら 

800 

25000 

か ら 

40000 

750000 

か ら 

1000000 

600 

GB か

ら 1 TB 
24 128 GB 

すべての
SSD 

ノードあた

り少なくと

も 10 個。 

Intel Xeon 
6142, Intel 
Xeon 

6242, また

は、同じ性

能 を 持 つ

他の モ デ

ル。 

UIS3000/UIS9000 

シリーズ 

800 

か ら 

1000 

40000

以上 
1000000

以上 

600 

GB か

ら 1 TB 
32 160 GB 

すべての
SSD 

ノードあた

り少なくと

も 15 個。 

Intel Xeon 
6154, Intel 
Xeon 

6148,また

は、同じ性

能 を 持 つ

他の モ デ

ル。 

UIS3000/UIS9000 

シリーズ 
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ネットワーク計画 
• 管理ネットワーク—UIS サービス ノード間の通信と管理に使用されます。 

• ストレージネットワーク—以下のものが含まれます: 

o ストレージフロントエンドネットワーク—VM とストレージ クラスター間のトラフィックを転送します。 

o ストレージバックエンドネットワーク—データのバランス調整と復元のために、ストレージ クラス

ター内の内部トラフィックを転送します。 

ストレージ ネットワーク接続には専用の 10 GE NIC を使用します。 

• サービスネットワーク—VM サービスデータを送信します。 

図 1 ネットワーク計画 

 

 

ストレージディスクの種類 

表 1 ストレージディスクの種類 

パフォーマンス 

(tpmC) 
展開モード データディスク データベースディスク 
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≥ 750000 すべての SSD SATA SSD 
ログディスク: SATA SSD 

データディスク: SATA SSD 

< 750000 

データディスク + 

キャッシュディス

ク 

SATA SSD 

SAS\SATA HDD 

ログディスク: SATA SSD 

データディスク: HDD or SSD 

データ ディスク + キャッシュ ディスク 展開

モードで SSD をデータ ディスクとして使用

する場合は、NVMe SSD をキャッシュ ディ

スクとして指定する必要があります。 

推奨ディスク構成 
キャッシュ 

各ディスクに最低 50 GB のキャッシュを割り当てます。 

 

• UIS セットアップが完了した後は、キャッシュ設定を変更できません。HDD 拡張

が必要な場合は、ストレージ計画で SSD スペースを予約してください。 

• 各キャッシュ パーティションのサイズにストレージ ノード上のデータ ディスクの数

を掛けた値が、キャッシュとして展開されている SSD の合計サイズよりも小さいことを確

認してください。たとえば、ストレージ ノードに 600 GB の SSD が 2 台と HDD が 8 台あ

り、SSD が各 HDD に 100 GB のキャッシュを提供するとします。合計キャッシュ サイズ

は 800 GB で、キャッシュ ディスクの合計サイズよりも小さくなります。通常、ディスクの実

際のサイズは、要求されたサイズよりも小さくなります。実際のサイズを使用してストレー

ジを計画してください。説明のため、このドキュメントでは要求されたサイズを使用してい

ます。 

• 各 SSD で RAID 0 を使用します。 

• 読み取り集中型の SSD (Intel S3500 シリーズ SSD など) をキャッシュ ディスク

として使用しないでください。 

推奨されるSSDとHDDの比率は次のとおりです。: 

• 1 つの SATA SSD を使用して、5 つの SATA HDD にキャッシュを提供します。 

• 1 つの SATA SSD を使用して 4 つの SAS HDD にキャッシュを提供します。 

• 1 つの NVMe SSD を使用して 10 台の SATA HDD にキャッシュを提供します。 

• 1 つの NVMe SSD を使用して、8 つの SAS HDD にキャッシュを提供します。 

NVMe SSD はモデルによってパフォーマンスが大きく異なります。ベスト プラクティスとしては、200000 以上

の IOPS をサポートする NVMe SSD を使用してください。 

パフォーマンスを確保するには、SSD が十分でない場合はディスク キャッシュを有効にしないでください。 

メタデータディスク 

メタデータは、ストレージ システムに保存されているユーザー データを管理するために使用されます。高パフ
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ォーマンスを得るには、メタデータを専用の SSD に保存します。 

ストレージデータディスク 

• 各ストレージ ノードに少なくとも 4 つのディスクを展開します。データベースの場合、ディスクの

数が増えるとパフォーマンスが向上します。 

• 各 SSD で RAID 0 を使用します。 

• ディスクは 10000 rpm (またはそれ以上) で使用してください。 

• クラスター内で同じディスク モデルを使用します。 

• ベスト プラクティスとして、同じコネクタ タイプ (SAS または SATA)、容量、および回転速度を持

つディスクを使用します。 

• HDD および SSD データ ディスクのドライバー文字は、sd、df、nvme、fct、fio、または hio で始

まることができます。読み取り集中型の SSDIntel S3500 シリーズ SSD、例えば、Intel S3500 シリー

ズ SSD など をデータ ディスクとして使用しないでください。 

• ベスト プラクティスとして、サーバーに同じ数のデータ ディスクをインストールします。異なる数

のデータ ディスクをインストールする必要がある場合は、最大数と最小数の差が最大数の 20% を超え

ないようにしてください。 

• データのセキュリティを確保するには、レプリカを 3 つ使用します。データベースに高いパフォー

マンスが必要な場合は、レプリカを 2 つ使用します。 

 ONEStor はレプリカを通じてデータの可用性を保証します。N 個のレプリカが使用される場合、使用

可能な容量は生の容量を N で割った値になります。 

データベースディスクタイプの計画 
データベース ディスクには、ログ ディスクとデータ ディスクがあり、同じ原則に従って計画されます。次の情報

では、ログ ディスクを例として使用します。 

ログ ディスクはデータベースのパフォーマンスを決定します。UIS 用のデータベースを展開する場合は、SSD 

をログ ディスクとして使用します。SSD は共有ストレージまたは RAW ボリュームとしてマウントできます。 

• 共有ストレージ—ブロック デバイスを共有ファイル システムとしてホストにマウントします。スト

レージ ボリュームは共有ストレージ上に作成されます。ベスト プラクティスとして、複数の共有ストレー

ジ システムを作成し、それらに同じボリュームを作成します。VM が Windows を実行している場合は、

これらの同一のボリュームを使用してストリップ ボリュームを作成します。 

• Rawボリューム—ブロック デバイスを iSCSI ネットワーク ストレージとしてホストにマウントしま

す。SSD のみを含むディスク プールにストレージ ボリュームを作成し、そのストレージ ボリュームを 

VM にマウントする必要があります。 

 

• Iブロックデバイスを共有ストレージとしてマウントすると、その容量は 10% 以上

減少します。 

• RAW ボリュームはスナップショットや移行をサポートしていません。高可用性を

実現するには、データベースがスタンドアロン サーバーにデプロイされている場合は共有
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ストレージを使用し、データベースがクラスターにデプロイされている場合は RAW ボリュ

ームを使用します。 

• キャッシュ ディスクを備えた SSD ログ ディスクとデータ ディスクを使用したデー

タベースのパフォーマンスは、SSD ログ ディスクと SSD データ ディスクを使用した場合

よりも 30% 低くなります。 

 

データベースストレージボリュームの計画 
SQL Server データベースのストレージ ボリューム計画 

展開前に、ログ ディスクとデータ ディスクの数と容量を決定します。 表1 SQL Server のディスク計画の例を

示します。必要に応じてログ ディスクの容量を増やすことができます。 

表 1 SQL Server ディスク計画の例 

データベース 番号 ドライブ文字 

共有ボリュ

ームサイ

ズ 

ストレージプ

ール名 
ディスクグループ名 

SQL Server 2016 

1 /dev/vdb 100 GB LOG1 LOG 

2 /dev/vdc 100 GB LOG2 LOG 

3 /dev/vdd 100 GB LOG3 LOG 

4 /dev/vde 200 GB DATA1 DATA 

5 /dev/vdf 200 GB DATA2 DATA 

6 /dev/vdg 200 GB DATA3 DATA 

7 /dev/vdh 200 GB DATA4 DATA 

8 /dev/vdi 200 GB DATA5 DATA 

9 /dev/vdj 200 GB DATA6 DATA 

10 /dev/vdk 200 GB DATA7 DATA 

 

MySQL データベースのストレージ ボリューム計画 

展開前に、ログ ディスクとデータ ディスクの数と容量を決定します。 表2 MySQL のディスク計画の例を示しま
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す。必要に応じてログ ディスクの容量を増やすことができます。 

表 2 MySQL ディスク計画の例 

データベース 番号 ドライブ文字 

共有ボリ

ュームサ

イズ 

ストレージプ

ール名 

ディスクグル

ープ名 

My SQL 5.7 

1 /dev/vdb 100 GB LOG1 LOG 

2 /dev/vdc 100 GB LOG2 LOG 

3 /dev/vdd 100 GB LOG3 LOG 

4 /dev/vde 200 GB DATA1 DATA 

5 /dev/vdf 200 GB DATA2 DATA 

6 /dev/vdg 200 GB DATA3 DATA 

7 /dev/vdh 200 GB DATA4 DATA 

8 /dev/vdi 200 GB DATA5 DATA 

9 /dev/vdj 200 GB DATA6 DATA 

10 /dev/vdk 200 GB DATA7 DATA 

 

Oracle データベースのストレージ ボリューム計画 

展開前に、ログ ディスク、データ ディスク、クォーラム ディスクの数と容量を決定します。表3 Oracle のディス

ク計画の例を示します。必要に応じてログ ディスクの容量を増やすことができます。 

表 3 Oracle ディスク計画の例 

データベース 番号 ドライブ文字 

共有ボリュ

ームサイ

ズ 

ストレージプ

ール名 

ディスクグル

ープ名 

Oracle 12C 1 /dev/vdb 100 GB LOG1 LOG 
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2 /dev/vdc 100 GB LOG2 LOG 

3 /dev/vdd 100 GB LOG3 LOG 

4 /dev/vde 200 GB DATA1 DATA 

5 /dev/vdf 200 GB DATA2 DATA 

6 /dev/vdg 200 GB DATA3 DATA 

7 /dev/vdh 200 GB DATA4 DATA 

8 /dev/vdi 200 GB DATA5 DATA 

9 /dev/vdj 200 GB DATA6 DATA 

10 /dev/vdk 50 GB GRID1 GRID 

 

VM計画 
CPU、メモリ、ディスク、NIC のサービス システムの要件に基づいて VM 構成を決定します。次の情報は VM 

構成の例を示しています。 

SQL Server VM 構成 

表 1 VM構成 

リソース 仕様 

オペレーティング·システム Windows Server 2016 64-bit 

CPU 1 × 24 コア 

メモリー 168 GB 

システムディスク 100 GB 

SQL Server ディスク 
"SQL Server データベースのストレージ ボリューム計画"を参

照してください。 
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ディスクタイプ VirtIO、インテリジェント 

NIC 1 × 高速 NIC 

 

MySQL VM 構成 

表 2 VM構成 

リソース 仕様 

オペレーティング·システム CentOS 7.5 

CPU 24 vCPU 

メモリー 128 GB 

システムディスク 100 GB 

MySQL ディスク 
"MySQL データベースのストレージ ボリューム計画"を参照してくださ

い。 

ディスクタイプ VirtIO、インテリジェント 

NIC 1 × 高速 NIC 

 

Oracle VMの構成 

表 3 VM構成 

リソース スタンドアロン展開の仕様 RAC 導入の仕様 

オペレーティング·システム Red Hat 6.5 Red Hat 6.5 

CPU 24 × 1 コア 24 × 1 コア 

メモリー 128 GB 160 GB 
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システムディスク 200 GB 200 GB 

Oracle ディスク 

"Oracle データベースのストレージ 

ボリューム計画"を参照してくださ

い。 

"Oracle データベースのストレー

ジ ボリューム計画"を参照してく

ださい。 

ディスクタイプ VirtIO VirtIO 

NIC 高速 NIC 

2 つの高速 NIC。1 つはプライ

ベート IP アドレスを使用し、もう 

1 つはパブリック IP アドレスを使

用します。 
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ドキュメントおよびソフトウェア 

ドキュメント(英語版)はどこにありますか？ 
 

https://www.h3c.com/jp/ 
 

 
 

 

https://www.h3c.com/jp/
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ドキュメント(日本語版)はどこにありますか？ 

https://www.h3c.com/jp/ 
 

 
 

https://www.h3c.com/jp/
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ソフトウェアはどこにありますか？

https://www.h3c.com/jp/ 
 

 
 

 
 

https://www.h3c.com/jp/
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